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広報たかさご

「ひとつずつ　いいね！
　　　で確認　火の用心」

消防本部予防課　☎448-4019
消防本部消防課　☎448-0150

令和元年度秋の火災予防運動
11月 9 日～15日

※令和元年度全国統一防火標語

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
空
気
が
乾
燥

し
た
り
暖
房
器
具
を
使
用
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
火
災
は
、
住
宅
な
ど
の
財
産
だ

け
で
な
く
命
も
奪
う
大
変
恐
ろ
し
い
も

の
で
す
。
住
宅
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅

れ
を
防
ぎ
、
命
を
守
る
た
め
に
日
ご
ろ

か
ら
火
災
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

第
１
位　

こ
ん
ろ

　

第
２
位　

た
ば
こ

　

第
３
位　

放
火

建
物
火
災
の
原
因
（
全
国
）

　

平
成
30
年
中
に
お
け
る
全
国
の
火
災

件
数
は
、
3
7
、
9
8
1
件
、
そ
の
う

ち
高
砂
市
の
火
災
件
数
は
22
件
で
し
た
。

火
災
の
現
状

家庭で
できる
防火対策

住宅用火災警報器
10年たったら交換

　住宅用火災警報器は、古
くなると電子部品の寿命や
電池切れなどで、火災を感
知しなくなることがあるた
め、とても危険です。10年
を目安に機器本体を交換し
ましょう。

◇設置時期を調べるには？
　設置したときに記入した
｢設置年月｣、または本体に
記載されている「製造年」
を確認してください。

放火の
ターゲットに
ならない

放
33

こんろのそばを
離れるときは
必ず火を消す

11

住宅用　　
火災警報器
を設置する

住宅
44

消火器を
設置する

５５
寝たばこ
はしない

22

令和元年⚑⚑月⚑日発行　№⚘⚙⚖

◇　
秋
の
火
災
予
防
運
動

　

こ
ん
ろ
に
よ
る
住
宅
火
災
で
一
番
多
い
の

は
、
火
の
消
し
忘
れ
で
す
。
こ
ん
ろ
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
ん
ろ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
い
て
い
る
と
、
燃
え
移
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
ろ
の
周
り
に
は
物

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は

必
ず
火
を
消
す

１
　

寝
る
前
の
ち
ょ
っ
と
し
た
一
服
は
、
非
常

に
危
険
で
す
。
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
思
っ

て
い
て
も
、
た
ば
こ
の
火
が
付
い
た
ま
ま
眠

り
に
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
起
き
て
い
て
も
吸
い
か
け
の
た
ば

こ
を
灰
皿
に
置
い
た
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
て

し
ま
い
、
た
ば
こ
が
畳
な
ど
に
落
ち
て
火
災

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

寝
た
ば
こ
は
し
な
い

２

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
り
発

生
し
た
煙
や
熱
を
感
知
し
て
、警
報
音
で
火
災

の
発
生
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
付
け
て
お
け
ば
、
夜
寝
て
い
る

と
き
も
24
時
間
火
事
を
見
張
っ
て
く
れ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

４
　

も
し
も
火
災
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

初
期
消
火
は
出
火
か
ら
3
分
以
内
が
勝
負
。

し
か
し
、
消
火
は
十
分
に
安
全
を
確
保
し
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
危
険
を
感
じ

た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
を
設
置
す
る

５①
ま
ず
は
逃
げ
る

　

危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

②
周
囲
に
知
ら
せ
る

　

大
声
で
「
火
事
だ
！
」
と
叫
び
ま
し
ょ
う
。

③
1
1
9
番
に
電
話
す
る

　

携
帯
電
話
か
ら
も
消
防
署
に
つ
な
が
り
ま

す
。
安
全
な
場
所
に
避
難
し
た
ら
す
ぐ
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
、

　

火
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

放
火
は
、
特
に
深
夜
に
多
く
起
こ
り
ま
す
。

眠
っ
て
い
る
間
に
放
火
さ
れ
る
と
命
を
失
い

か
ね
ま
せ
ん
。
放
火
の
標
的
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
家
の
周
囲
に
新
聞
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル

な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
間
は
玄
関
灯
を
付

け
て
お
く
な
ど
防
犯
対
策
を
す
る
こ
と
で
、

放
火
さ
れ
る
危
険
性
が
低
く
な
り
ま
す
。

放
火
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
ら
な
い

３

火災が起きない街づくり

ところ　アスパ高砂
内　容　消火器、AEDの使い方や心肺蘇生法、煙体
験、ちびっこレスキュー、はしご車展示、防火演奏、
ぼっくりんとの記念撮影、スタンプラリー、防火ポ
スター掲示など

防火イベント 11月 9日㈯　13時～14時30分

　防火PRイベントを行います。ぜひ、ご来場ください。

31

4

５
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広報たかさご

赤
ち
ゃ
ん
の
日

（
赤
ち
ゃ
ん
専
用

オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
で
遊
ぼ
う
）

　

時
間
内
は
自
由
に
遊
べ
ま
す
。

10
時
30
分
と
14
時
に
、
30
分
程

度
の
親
子
遊
び
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
13
日
㈬

　

9
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ

ン
タ
ー

対　

象　

1
歳
3
カ
月
ぐ
ら
い

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

◇
火
曜
日　

　

12
日　

リ
ズ
ム
で
運
動

　

26
日　

赤
ち
ゃ
ん
わ
ら
べ
う
た

◇
木
曜
日

　

14
日　

中
学
生
と
遊
ぼ
う

　

28
日　

お
話
し
大
好
き

●
午
前
の
部　

10
時
〜
11
時
30
分

内　

容　

親
子
読
み
聞
か
せ

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

定　

員　

50
組

●
午
後
の
部　

13
時
〜
16
時

内　

容　

読
み
聞
か
せ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

対　

象　

読
み
聞
か
せ
や
読
書

に
興
味
の
あ
る
人

定　

員　

30
人

内　

容　

タ
オ
ル
で
遊
ぼ
う

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

定　

員　

15
組

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
１

枚
、
お
茶

申
込
期
間

　

11
月
11
日
㈪
〜
13
日
㈬

内　

容　

サ
ン
タ
さ
ん
と
遊
ぼ
う

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

定　

員　

100
組

持
ち
物　

上
靴
、下
靴
入
れ
、お
茶

申
込
期
間

　

11
月
25
日
㈪
〜
29
日
㈮

◇
金
曜
日

　

8
日　

赤
ち
ゃ
ん
わ
ら
べ
う
た

　

15
日　

ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う

　

22
日　

2
歳
か
ら
の
集
い

　

29
日　

食
べ
る
の
大
好
き
！

つ
ど
い
の
広
場11

月
の
親
子
遊
び

と　

き　

月
・
火
・
木

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

定　

員　

各
15
組

内　

容

◇
月
曜
日

　

11
日　

手
形
で
遊
ぼ
う

　

18
日　

集
ま
れ
！
1
歳
児

　

25
日　

子
育
て
ホ
ッ
ト
タ
イ
ム

子育て支援センター

　　　　　　　の催し

申込方法
電話で子育て支援センター

☎442-2242まで

北部子育て

　支援センターの催し

申込方法
電話で北部子育て支援センター

☎433-8866まで

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
！

（
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
で
遊
ぼ
う
）

と　

き　

11
月
16
日
㈯

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
11
時

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ

ン
タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

つ
ど
い
の
広
場11

月
の
親
子
遊
び

と　

き　

水
・
金

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

北
部
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

定　

員　

各
15
組

内　

容

◇
水
曜
日

　

13
日　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
楽

し
も
う

　

20
日　

リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う

　

27
日　

集
ま
れ
！
1
歳
児

読
み
聞
か
せ
キ
ャ
ラ
バ
ン

と　

き　

11
月
15
日
㈮

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ

ン
タ
ー

申
込
期
間

　

11
月
5
日
㈫
〜
13
日
㈬

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
つ
ど
い

と　

き　

11
月
21
日
㈭

と
こ
ろ　

中
筋
公
民
館

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

と　

き　

11
月
19
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対　

象　

3
〜
12
カ
月
の
子
ど

も
と
保
護
者

※　

初
参
加
の
人
の
み

定　

員　

10
組

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
お
茶

申
込
日　

11
月
12
日
㈫

き
ら
き
ら
☆
ク
リ
ス
マ
ス

と　

き　

12
月
4
日
㈬

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

生
石
研
修
セ
ン
タ
ー

親
子
遊
び
の
日

（
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
で
遊
ぼ
う
）

と　

き　

11
月
27
日
㈬

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
11
時

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ

ン
タ
ー

内　

容　

お
は
な
し
会
、
わ
ら

べ
う
た
、
手
遊
び
な
ど

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

11
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

と　

き　

11
月
27
日
㈬

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

ユ
ー
ア
イ
帆
っ
と
セ

ン
タ
ー　

対　

象　

11
月
生
ま
れ
の
就
園

前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

15
組

持
ち
物　

お
茶

申
込
日　

11
月
18
日
㈪
・
19
日
㈫

わ
く
わ
く
パ
ー
ク

と　

き　

11
月
25
日
㈪

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

北
部
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

内　

容　

運
動
遊
び

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

定　

員　

15
組

持
ち
物　

お
茶
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

申
込
日　

11
月
18
日
㈪
・
19
日
㈫

11
月
の
お
は
な
し
ル
ー
ム

◇
読
み
聞
か
せ

　

14
日
㈭　

10
時
〜
11
時

◇
お
は
な
し
会

　

18
日
㈪　

10
時
〜
11
時

定　

員　

各
15
組

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

と　

き　

11
月
11
日
㈪

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

北
部
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

定　

員　

15
組　

持
ち
物　

お
茶
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

申
込
日　

11
月
5
日
㈫

子
育
て
支
援
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

びび

のの

びび
やや

すす
のの

かか

ここ

令和元年⚑⚑月⚑日発行　№⚘⚙⚖

◇　
子
育
て
支
援
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

両
親
が
共
働
き
な
ど
で
、
1

人
で
留
守
番
を
し
て
過
ご
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

市
の
補
助
に
よ
り
運
営
す
る
学

童
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
指
導
員
や

年
齢
の
異
な
っ
た
友
達
と
宿
題

を
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

楽
し
く
放
課
後
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

【
保
育
時
間
】

◇
月
〜
金
曜
日

　

下
校
時
〜
18
時

　
（
19
時
ま
で
延
長
あ
り
）

◇
土
曜
日
、
夏
休
み
な
ど

　

8
時
〜
18
時

対　

象　

放
課
後
な
ど
に
保
護

者
が
不
在
の
小
学
生

費　

用　

月
額
8
、0
0
0
円
〜

※　

延
長
料
金
、
お
や
つ
代
、

教
材
費
な
ど
を
除
く
。

※　

別
途
、
入
所
費
用
あ
り

※　

詳
し
い
内
容
は
、
運
営
主

体
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ご存じですか

学童保育所

　

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
に

「
給
付
金
の
お
知
ら
せ
」
を
同

封
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

◇
11
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
る
父
ま
た
は
母

◇
10
月
31
日
時
点
で
、
こ
れ
ま

で
に
婚
姻
（
法
律
婚
）
を
し

た
こ
と
が
な
い
人

◇
10
月
31
日
時
点
で
、
事
実
婚

を
し
て
い
な
い
人
、
ま
た
は

事
実
婚
の
相
手
方
の
生
死
が

明
ら
か
で
な
い
人

支
給
額　

1
7
、
5
0
0
円

し
め
切
り

　

令
和
2
年
2
月
3
日
㈪

※　

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

未婚の児童扶養手当

受給者に対する

臨時・特別給付金

子育て支援課
☎443-9024

N
P
O
法
人
高
砂
キ
ッ
ズ
・
ス
ペ

ー
ス
が
運
営
す
る
学
童
保
育
所

申
込
期
間　

〜
11
月
15
日
㈮

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
各
学

童
保
育
所
ま
で

※　

申
込
書
は
各
学
童
保
育
所

に
あ
り
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
真
浄
寺
保
育
園

が
運
営
す
る
学
童
保
育
所

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

メ
イ
プ
ル
ク
ラ
ブ
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

11
月
26
日
㈫
〜
12
月
10
日
㈫

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

社
会
福
祉
法
人
あ
い
む
が

運
営
す
る
学
童
保
育
所

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

学
童
教
室
ル
ピ
ナ
ス
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

11
月
18
日
㈪
〜
12
月
20
日
㈮

び

の

び
や

す
の

か

こ

子育て支援室の相談窓口

ひとり親家庭相談
相談名 内　容 と　き ところ 問合先

仕事や資格、生活のさまざま
な悩みごとの相談

月～金曜日　 9時～17時
※　夜間相談(要予約)　17時～19時

西庁舎 2階
子育て支援課

子育て支援課
☎443－9024

家庭環境や子育ての相談 月～金曜日　 9時～17時 西庁舎 2階
子育て支援課

子育て支援課
☎442－2260

臨床心理士による個別相談 11月の相談はありません。 西庁舎 2階
子育て支援課

子育て支援課
☎442－2260

保育施設利用に関する相談や
一時預かりなどの情報提供

月～金曜日
　9時～12時、13時～17時

西庁舎 2階
幼児保育課

幼児保育課
☎443－9025

こどもホットライン

子育て相談
保育施設利用者
支援相談
◇児童虐待防止24時間ホットライン（中央こども家庭センター内）　☎078-921-9119

学校区 名称 所在地 電話番号
高　砂 まつぼっくり 高砂小学校専用室 ☎443-6427

荒　井
こうのとり①

荒井小学校専用室 ☎443-6428
こうのとり②

伊　保 とらいあんぐる 伊保小学校専用室 ☎447-9190
伊保南 あおぞら 伊保南小学校専用室 ☎447-9191
中　筋 かぶとむし 中筋小学校専用室 ☎447-8559

曽　根 たけとんぼ
曽根小学校専用室 ☎447-6538
曽根幼稚園専用室 ☎070-6681-9239

米　田
ひまわり

米田小学校専用室 ☎432-3480
よねだ

米田西
てんとうむし①

北部子育て支援センター 2Ｆ専用室 ☎432-5519
てんとうむし②

阿弥陀 おたまじゃくし 阿弥陀小学校専用室 ☎447-6539
北　浜 なかよし 旧北浜幼稚園専用室 ☎079-254-4501
事務所 松陽 1丁目 5－20　ノノムラビル 3Ｆ ☎446-3635

NPO法人高砂キッズ・スペースが運営する学童保育所

学校区 名称 所在地 電話番号
伊　保 メイプルクラブ 真浄寺保育園専用室 ☎447-0018

認定こども園真浄寺保育園が運営する学童保育所

学校区 名称 所在地 電話番号
阿弥陀 学童教室ルピナス アメニティホームルピナス高砂専用室 ☎449-3821

社会福祉法人あいむが運営する学童保育所
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　友達や小中高生、地域の人たちなど、いろい
ろな人とのつながりを大切にしながら楽しく
遊んでいます。「青い目の人形」も見守ってくれ
ています。心つながるぬくもりのある園です。

　緑の芝生が広がる園庭で、自然に
親しみ、遊びを通して、さまざまな
人との交流を楽しみながら、健康な
心と体を育んでいます。

②荒井幼稚園
　☎442－1980
　11月17日㈰

②荒井幼稚園
　☎442－1980
　11月17日㈰

⑫北浜こども園
　☎079－254－1558
　11月 9 日㈯

⑪高砂児童学園
　☎447－1167
　11月 6 日㈬
　　～ 8日㈮

⑩阿弥陀こども園
　☎447－5775
　11月16日㈯

　四季折々の草花と、一面に広がる
芝生の園庭で、隣接の小学校や地域
の人に見守られ、子どもたちが元気
いっぱいのびのびと遊んでいます。

　自然豊かな園庭で毎日のびのびと
遊んでいます。異年齢の友達との触れ
合い遊びも大好きです。令和 2年 4月
より「曽根こども園」へ移行します。

⑥曽根幼稚園
　☎447－3351
　11月17日㈰

⑥曽根幼稚園
　☎447－3351
　11月17日㈰

　園庭の大きなクスノキの木の下で
は、 0～ 5歳児が、友達や先生とた
くさん触れ合いながら、元気いっぱ
いに遊んでいます。

③荒井保育園
　☎443－6701
　11月14日㈭
　　～16日㈯

③荒井保育園
　☎443－6701
　11月14日㈭
　　～16日㈯

⑧米田幼稚園
　☎432－0082

⑦曽根保育園
　☎447－0489
　11月 7 日㈭
　　～ 9日㈯

⑨米田保育園
　☎432－3593
　11月14日㈭
　　～16日㈯

　市では、就学前の子どもたちが遊びや体験、交流活動を通して学び、生
きる力が育まれるよう教育・保育に取り組んでいます。地域との交流や子
育て支援、小学校との連携を図り、地域の子どもとしての育ちを大切にし
ています。各園の教育・保育、そして子どもたちの元気いっぱいに遊ぶ姿
をぜひご覧ください。

実施公立園一覧

　 4月からスタートしたピカピカの伊保こ
ども園。0 ～ 5 歳児の子どもたちが自然に
親しみ、さまざまな体験を通して楽しく遊ん
でいます。元気な声が響き合うこども園です。

園により日程、時間が異なります。詳しくは、各園にお問い合わせください｡

私立園は、広報たかさご　
10月号に掲載しています｡

⑤中筋こども園
　☎447－5578
　11月16日㈯

⑤中筋こども園
　☎447－5578
　11月16日㈯

④伊保こども園
　☎447－1055
　11月16日㈯
　

④伊保こども園
　☎447－1055
　11月16日㈯
　

①高砂こども園
　☎442－0041
　11月16日㈯

①高砂こども園
　☎442－0041
　11月16日㈯

幼
児
保
育
課　

☎
4
4
3
・
9
0
2
5

幼
児
保
育
課　

☎
4
4
3
・
9
0
2
5

園　

区

◇
幼
稚
園
は
原
則
小
学
校
区
に

準
じ
ま
す
。
（
家
庭
の
都
合

な
ど
に
よ
り
、
他
園
区
か
ら

の
通
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、

幼
児
保
育
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
）

◇
認
定
こ
ど
も
園
は
園
区
の
定

め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対　

象

◇
5
歳
児
（
平
成
26
年
4
月
2

日
〜
平
成
27
年
4
月
1
日
生

ま
れ
）

◇
4
歳
児
（
平
成
27
年
4
月
2

日
〜
平
成
28
年
4
月
1
日
生

ま
れ
）

◇
3
歳
児
（
平
成
28
年
4
月
2

日
〜
平
成
29
年
4
月
1
日
生

ま
れ
）

※　

3
歳
児
の
募
集
は
認
定
こ

ど
も
園
の
み

※　

各
園
10
人
程
度
、
入
園
希

望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

受
付
期
間

　

11
月
5
日
㈫
〜
8
日
㈮

　

9
時
〜
16
時
30
分

申
込
方
法　

入
園
願
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
希
望
す

る
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

ま
で

※ 

入
園
願
書
は
、
各
園
に
あ

り
ま
す
。

令
和
２
年
度
の

　

新
入
園
児（
１
号
認
定
子
ど
も
）を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

令
和
２
年
度
の

　

新
入
園
児（
１
号
認
定
子
ど
も
）を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

市
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園（
幼
稚
園
・
1
号
認
定
）

　

各
施
設
に
よ
り
申
込
期
間
が

異
な
る
の
で
、
直
接
各
施
設
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

私
立
認
定
こ
ど
も
園
（
１
号
認
定
）

令和元年⚑⚑月⚑日発行　№⚘⚙⚖

◇　
新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

◇　
オ
ồ
プ
ン
ス
ク
ồ
ルớ
公
立
園
Ờ
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プ
ン
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ー
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2
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高
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公
立
園
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②荒井幼稚園
　☎442－1980
　11月17日㈰

　 0 ～ 5 歳の子どもたちが、元気
いっぱい！笑顔いっぱい！のびのび
とたくさん触れ合いながら、育ち
合っています。

⑫北浜こども園
　☎079－254－1558
　11月 9 日㈯

⑫北浜こども園
　☎079－254－1558
　11月 9 日㈯

　自然豊かな場所にあり、春は桜、
秋は紅葉など四季の変化を感じなが
ら、子どもたちはのびのびと元気
いっぱい園生活を楽しんでいます。

⑪高砂児童学園
　☎447－1167
　11月 6 日㈬
　　～ 8日㈮

⑪高砂児童学園
　☎447－1167
　11月 6 日㈬
　　～ 8日㈮

　四季折々の美しい自然に恵まれた
環境の中で「見る・触れる・感じ
る・・・」さまざまな体験を通して
のびのび元気に遊んでいます。

⑩阿弥陀こども園
　☎447－5775
　11月16日㈯

⑩阿弥陀こども園
　☎447－5775
　11月16日㈯

⑥曽根幼稚園
　☎447－3351
　11月17日㈰

③荒井保育園
　☎443－6701
　11月14日㈭
　　～16日㈯

　令和 2年 4月より「米田こども園」へ移行し
ます。現在、認定こども園として開園準備工事
中ですので、オープンスクールは行いません。
　 4月の開園をお楽しみに！

⑧米田幼稚園
　☎432－0082
⑧米田幼稚園
　☎432－0082

　子どもたちが、自然の中でさまざ
まな体験を通し、心豊かに育ち合っ
ています。令和 2 年 4 月より｢曽根
こども園」へ移行します。

⑦曽根保育園
　☎447－0489
　11月 7 日㈭
　　～ 9日㈯

⑦曽根保育園
　☎447－0489
　11月 7 日㈭
　　～ 9日㈯

　子どもたちは、大きなクスノキが見守る
園庭で、自然に親しみながら友達と一緒に
楽しくのびのび過ごしています。令和 2 年
4月より「米田こども園」へ移行します。

⑨米田保育園
　☎432－3593
　11月14日㈭
　　～16日㈯

⑨米田保育園
　☎432－3593
　11月14日㈭
　　～16日㈯

市立幼稚園

市立認定こども園

私立認定こども園

※　令和２年度より､曽根幼稚園と曽根保育園､米田幼
稚園と米田保育園が統合し、それぞれ曽根こども園、
米田こども園として新たに開園します。曽根こども
園、米田こども園への入園(１号認定)希望の場合は、
それぞれ曽根幼稚園､米田幼稚園へ申請してください。

※　白兎愛育園は、令和２年度より保育所型認定こども園に移
行します。

さいしゅうじこども園

正蓮寺こども園

認定こども園　真浄寺保育園

美保里こども園

聖パウロこども園

みどり丘こども園

認定こども園　中筋保育園

認定こども園　子供の園保育園

認定こども園　真浄寺きくなみ保育園

認定こども園　白兎愛育園(※)

施設名
☎447－5209

☎448－2333

☎447－0018

☎442－0088

☎448－1101

☎442－1020

☎447－2640

☎447－1641

☎442－4416

☎442－8900

荒井幼稚園 ☎442－1980
連絡先 施設名 連絡先

高砂こども園
伊保こども園
中筋こども園
曽根こども園(※)
米田こども園(※)
阿弥陀こども園
北浜こども園

☎442－0041
☎447－1055
☎447－5578
☎447－3351
☎432－0082
☎447－5775
☎079－254－1558

施設名 連絡先

11
月
13
日
〜
19
日
を

「
全
国
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
ウ
ィ
ー
ク
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呼
ん
で
い
ま
す

⑤中筋こども園
　☎447－5578
　11月16日㈯

④伊保こども園
　☎447－1055
　11月16日㈯
　

①高砂こども園
　☎442－0041
　11月16日㈯

幼
児
保
育
課　

☎
4
4
3
・
9
0
2
5

令
和
２
年
度
の

　

新
入
園
児（
１
号
認
定
子
ど
も
）を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す



広報たかさご

み

ち

び

き

国
保
医
療
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

12
月
1
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

色
も
、
藤
色
か
ら
も
え
ぎ
色
に
変

わ
り
ま
す
。

　

有
効
期
限
は
、
通
常
は
令
和
2

年
11
月
30
日
で
す
が
、
そ
れ
ま
で

に
75
歳
に
到
達
す
る
人
は
、
誕
生

日
の
前
日
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
世
帯
ご
と

に
封
筒
で
、
11
月
下
旬
に
送
付
し

ま
す
。
古
い
保
険
証
は
、
他
人
の

手
に
渡
ら
な
い
よ
う
に
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
は
、

国
保
医
療
課
ま
た
は
各
市
民
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
・
市
民
コ
ー
ナ
ー

で
配
布
し
ま
す
。

　

更
新
通
知
（
は
が
き
）
が
届
い

被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　

保
険
証
に
は
、
臓
器
提
供
に
関

す
る
意
思
表
示
の
機
会
を
拡
大
す

る
た
め
、
裏
面
に
臓
器
提
供
意
思

表
示
欄
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
7
月
か
ら
臓
器
移
植

法
の
改
正
に
よ
り
、
本
人
の
臓
器

提
供
の
意
思
が
不
明
な
場
合
も
、

家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
臓
器
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
15
歳
未
満
の
人
か
ら
の
脳
死

の
場
合
で
の
臓
器
提
供
も
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　

記
入
は
任
意
で
あ
り
、決
し
て
義

務
づ
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
引
き
続
き
同
意
す
る
意
思
が
あ
る

場
合
は
、
新
し
い
保
険
証
に
記
入

た
場
合
は
、
国
保
医
療
課
で
更
新

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
な
ど
の
資
格

が
で
き
た
り
、
保
険
証
の
記
載
内

容
に
変
更
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合

は
、
早
急
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）情
報
保

護
シ
ー
ル
は
、
国
保
医
療
課
ま
た

は
、各
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
・

市
民
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

臓
器
提
供
に
関
す
る

　
　
　
　
　

意
思
表
示
欄

　

国
保
加
入
者
が
保
険
料
を
滞
納

す
る
と
、
支
え
合
い
の
仕
組
み
が

成
り
立
た
な
く
な
り
、
国
保
の
事

業
運
営
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
る
と
、
次
の
よ
う
な

措
置
を
取
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

更
新
時
に
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
る
場
合

　

有
効
期
間
の
短
い
国
民
健
康
保

険
短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま

す
。

滞
納
が
納
期
限
か
ら

1
年
を
経
過
し
た
場
合

　

保
険
証
を
返
却
し
て
い
た
だ
き
、

代
わ
り
に
被
保
険
者
資
格
証
明
書

を
交
付
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
資
格
証
明
書
で
医
療

機
関
を
受
診
し
た
場
合
は
、
一
度

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
、
後

日
国
保
給
付
係
で
申
請
す
れ
ば
、

国
保
か
ら
の
給
付
分
の
払
い
戻
し

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

滞
納
が
納
期
限
か
ら

　

1
年
6
カ
月
を
経
過
し
た
場
合

　

国
保
か
ら
の
給
付
分
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
差
し
止
め
、
滞
納
保

険
料
に
充
て
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
納
期
限
ま
で
に

　
　
　
　

納
付
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
や
更

新
通
知
（
は
が
き
）
が
届
い
た
人

の
納
付
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
26
日
㈫
〜
29
日
㈮

　
　
　
　

9
時
〜
17
時

※　

11
月
28
日
㈭
は
19
時
ま
で

と
こ
ろ　

国
保
医
療
課
賦
課
収
納

係
（
⑨
番
窓
口
）

国
民
健
康
保
険
料
の

　
　
　
　
　

納
付
相
談

国民健康保険
被保険者証
国保給付係
☎443－9020

国民健康保険料

賦課収納係
☎443－9072

人間ドック・脳ドック(下半期)の
追加募集
国保給付係　☎443－9020

　令和元年度の人間ドック・脳ドック助成
希望者を追加募集します。

人間ドック
◇市民病院（ 1日・ 1泊 2日）
◇高砂西部病院（ 1日）

脳ドック
◇市民病院
◇森脇神経内科

定　員　若干名
しめ切り　11月29日㈮
※　申込方法など詳しくは、国保給付係ま
でお問い合わせください。

◇　
国
保
医
療
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇　
み

ち

び

き

令和元年⚑⚑月⚑日発行　№⚘⚙⚖

み

ち

び

き

み

ち

び

き

第64号

編
集　
　

高
砂
市
青
少
年
補
導
委
員
協
議
会　

広
報
部
会

子どもの頑張り、家族・友達への

　

全
て
の
子
ど
も
・
若
者
が
健
や

か
に
成
長
し
、
全
て
の
若
者
が
自

立
・
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
を

め
ざ
す
た
め
に
、
11
月
は
「
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。子
ど
も
・

若
者
を
孤
立
さ
せ
ず
、
地
域
全
体

で
支
え
て
い
く
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

す
。そ
こ
で
、そ
れ
ら
の
力
を
養
う

た
め
、
ふ
と
気
付
い
た
子
ど
も
の

頑
張
り
や
家
族
・
友
達
へ
の
思
い

や
り
な
ど
を
褒
め
る
こ
と
で
、
子

ど
も
は
自
信
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

た
っ
た
一
言
で
も
、
親
が
子
ど

も
を
思
い
や
る
気
持
ち
は
伝
わ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
日
々
の
小
さ
な

積
み
重
ね
が
自
信
の
種
と
な
り
、

子
ど
も
の
中
で
成
長
し
て
大
き
な

「
勇
気
」
と
な
っ
て
育
ま
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
、
青
少
年
補
導
委
員
協

議
会
で
は
、
毎
年
小
学
5
年
生
を

対
象
に
「
お
も
い
や
り
標
語
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
た
く

さ
ん
の
応
募
の
中
か
ら
金
銀
銅
賞

を
決
定
し
、
さ
ら
に
金
賞
の
中
か

ら
高
砂
市
の
最
優
秀
賞
を
決
定
し

ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

残
念
な
が
ら
受
賞
さ
れ
な
か
っ
た

作
品
に
も
、
思
い
や
り
の
心
を
伝

え
る
素
晴
ら
し
い
作
品
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
小
学
生
の
心
に
秘
め
た

優
し
さ
を
感
じ
、
温
か
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

人
を
思
い
や
る
に
は
、「
相
手
が

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
か
」
を
考
え

る
力
、
共
感
で
き
る
力
が
必
要
で

青
少
年
補
導
委
員
協
議
会　
　
　
　

企
画
部
長　

東
保　

弘
一

高砂町戎町在住
補導委員歴14年

令
和
元
年
度
お
も
い
や
り
標
語

【
最
優
秀
賞
】

　
　

あ
り
が
と
う　

ま
ほ
う
の
言
葉　

大
切
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
筋
小
学
校　
　

玉
垣　

児
太
郎
）

【
金
賞
】

　
　

言
い
ま
せ
ん　

自
分
が
言
わ
れ
て　

い
や
な
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
砂
小
学
校　
　

清
水　

悠
五
）

　
　

あ
り
が
と
う　

か
ん
し
ゃ
の
気
持
ち　

わ
す
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
荒
井
小
学
校　
　

新
宮　

慶
斗
）

　
　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

そ
の
ひ
と
こ
と
が　

す
く
い
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
伊
保
小
学
校　
　

辻　
　

汰
臥
）

　
　

注
意
す
る　

小
さ
な
１
つ
の　

思
い
や
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
伊
保
南
小
学
校　

芳
川　

倭
兜
）

　
　

あ
り
が
と
う　

こ
の
一
言
で　

が
ん
ば
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
曽
根
小
学
校　
　

田
中　

彩
葉
）

　
　

声
か
け
て　

言
葉
の
水
で　

笑
顔
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
米
田
小
学
校　
　

橋
本　

蓮
花
）

　
　

笑
顔
は
ね　

ま
わ
り
の
み
ん
な
も　

強
く
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
米
田
西
小
学
校　

城
島　

琥
太
朗
）

　
　

あ
り
が
と
う　

言
わ
れ
た
だ
け
で　

笑
顔
に
な
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
阿
弥
陀
小
学
校　

宮
永　

凛
音
）

　
　

思
い
や
り　

手
を
さ
し
の
べ
て　

や
さ
し
い
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
浜
小
学
校　
　

井
上　

朝
陽
）

〝思いやり〟を褒めることで
　　　『自信』の種が育ちます！

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間



広報たかさご

て

権

よ
う

文
化

育

人
みのり会館　☎431－6170

みのり会館だより　No.453号
　同和問題は、日本固有の人権問題です。一人ひとりが
同和問題への正しい理解と認識を深められるよう、日常
生活を人権の視点から見つめ直してみましょう。

　

8
月
6
日
、
文
化
保
健
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
、
市
内
小
・
中

学
校
の
保
護
者
70
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

講　

師　

有
本
圭
子
さ
ん
（
松

陽
中
学
校
主
幹
養
護
教
諭
）

テ
ー
マ　

保
健
室
の
ま
ん
ま

い
じ
め
に
つ
い
て

　

い
じ
め
の
件
数
は
増
え
て
い

る
が
、
調
査
方
法
の
違
い
で
増

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
る

だ
け
だ
と
思
う
。
い
じ
め
ら
れ

る
側
か
ら
い
じ
め
る
側
へ
す
ぐ

変
化
し
、
い
じ
め
の
構
図
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
苦
手
な
人

と
付
き
合
う
方
法
を
一
つ
ず
つ

教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

発
達
障
が
い
に
つ
い
て

　

親
と
し
て
早
く
気
づ
き
、
し

っ
か
り
教
育
す
る
こ
と
が
大
切
。

何
が
得
意
で
何
が
不
得
意
な
の

か
認
識
さ
せ
る
。
自
分
を
わ
か

っ
て
認
め
て
い
る
人
は
、
障
が

い
を
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
、
社
会

で
活
躍
し
て
い
る
。

性
教
育
に
つ
い
て

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
で
二
極
化
が

進
ん
で
い
る
。
学
校
で
の
教
育

だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
、
子

ど
も
が
小
さ
い
時
に
何
で
も
話

が
で
き
る
関
係
を
作
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

子
ど
も
を
愛
し
て
い
る
つ
も

り
で
も
、
伝
わ
っ
て
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
。毎
日
、し
っ
か
り

子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
、
子
ど

も
と
一
緒
に
成
長
す
る
つ
も
り

で
頑
張
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

グ
ラ
フ
で
見
る
同
和
問
題

 
昨
年
度
の
人
権
に
関
す
る
県

民
意
識
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、

県
民
の
皆
さ
ん
が
同
和
問
題
に

関
し
て
特
に
人
権
問
題
が
起
き

て
い
る
と
思
う
事
柄
は
「
結
婚

問
題
で
の
周
囲
か
ら
の
反
対
が

あ
る
こ
と
」
が
31
・
8
％
で
最

も
高
く
、
次
い
で
「
い
わ
ゆ
る

同
和
地
区
へ
の
居
住
の
敬
遠
が

あ
る
こ
と
」
、
「
差
別
的
な
言

動
が
あ
る
こ
と
」
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
「
特
に

起
き
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
」

が
11
・
4
％
、
「
部
落
差
別
な

ど
の
同
和
問
題
を
知
ら
な
い
」

が
1.9
%
、
「
わ
か
ら
な
い
」
が

19
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
同
和
問
題
に
関

心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
人
権
問
題

の
解
決
に
は
、
正
し
い
認
識
と

理
解
を
よ
り
多
く
の
人
に
広
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
12
月
に
「
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
同
和
問
題

へ
の
理
解
と
認
識
は
着
実
に
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

結
婚
・
就
職
問
題
や
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別
助
長
行
為

な
ど
の
問
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。

11月は児童虐待防止推進月間！

じんけんシリーズ　その３

同和問題（部落差別）

第
1
回

　

人
権
教
育
実
践
講
座

主
な
内
容

部落差別などの同和問題に関してあなたは今、
特にどのような人権問題が起きていると思われますか。（回答は 3つまで)

10.0 20.0 30.0 40.0
(％)

0.0
平成30年度｢人権に関する県民意識調査｣の結果より

結婚問題での周囲からの反対があること
いわゆる同和地区への居住の敬遠があること

差別的な言動があること
身辺調査を実施すること

部落差別解消推進法の内容や目的が十分理解されていないこと
インターネットを悪用した差別的な情報の掲載があること

特に起きているとは思わない
就職・職場での差別・不利な扱いがあること

地域の活動やつき合いでの差別・不利な扱いがあること
差別的な落書きがあること

部落差別などの同和問題を知らない
その他

わからない
無回答

31.8

25.6

18.2

15.1

14.0

12.3

11.4

10.5

9.0

3.3

1.9

2.5

19.4

2.8

令和元年⚑⚑月⚑日発行　№⚘⚙⚖

◇　
み
の
り
会
館
だ
よ
り

　

部
落
の
起
源
や
身
分
制
に
関

す
る
研
究
が
進
み
、
教
科
書
の

記
述
も
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
旧
の
知
見
に
は
差
が
あ

り
、
正
し
く
認
識
さ
れ
て
い
な

い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
、

早
急
な
学
び
直
し
が
必
要
で
す
。

　

み
の
り
会
館
で
は
、
参
加
者

が
交
流
を
通
し
て
人
権
へ
の
理

解
を
一
層
深
め
、
同
和
問
題
解

決
を
目
的
と
し
た
「
人
権
交
流

学
習
会
」
を
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
学
習
会
（
全
体
会
1
回
、

班
別
学
習
会
2
回
）
を
機
に
、

受
講
者
の
皆
さ
ん
が
同
和
問
題

の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、

家
族
や
友
人
、
地
域
の
中
で
も

学
習
内
容
を
広
め
る
こ
と
で
、

多
く
の
人
が
日
常
生
活
を
人
権

の
視
点
か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

【
1
班
】

講　

師　

高
橋　

秀
樹
さ
ん

（
伊
保
小
学
校
教
頭
）

テ
ー
マ

◇
人
権
を
大
切
に
す
る
と
は

◇
同
和
問
題
の
今

【
2
班
】

講　

師　

坂
田　

克
己
さ
ん

（
高
砂
小
学
校
教
頭
）

テ
ー
マ

◇
人
権
の
歴
史

◇
身
近
な
人
権

絵
本
な
ど
で
見
や
す
く
分
か

り
や
す
く
話
し
て
く
だ
さ
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
。「
偏
見
」

や
「
子
育
て
」
と
い
っ
た
身

近
な
テ
ー
マ
で
自
分
自
身
も

気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

反
省
し
つ
つ
今
後
も
気
を
つ

け
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

◇
士
農
工
商
の
歴
史
や
同
和
地

区
の
形
成
さ
れ
た
い
き
さ
つ

な
ど
、
勉
強
不
足
で
誤
解
し

て
い
た
点
が
た
く
さ
ん
あ
り

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
思
い
込
み
や
無
知
か

ら
く
る
差
別
に
も
配
慮
が
必

要
だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
の
学
習
会

で
学
ん
だ
こ
と
を
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
生
か
し
て
い
き
、

子
ど
も
に
伝
え
て
い
け
た
ら

な
、
と
思
い
ま
す
。

各
班
の
ま
と
め

◇
今
で
も
ネ
ッ
ト
な
ど
で
差
別

問
題
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
触
れ
な
い
の
で

は
な
く
、
正
し
い
知
識
を
持

っ
て
繰
り
返
し
指
導
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

◇
差
別
の
場
面
に
出
く
わ
し
た

時
に
正
し
い
判
断
が
で
き
、

差
別
を
す
る
人
が
間
違
っ
て

い
る
と
言
え
る
よ
う
に
教
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

◇
た
だ
歴
史
的
な
こ
と
を
教
え

る
こ
と
が
大
事
で
は
な
く
、

子
ど
も
に
実
感
が
伴
っ
て
、

子
ど
も
の
心
が
変
わ
る
よ
う

な
指
導
を
し
て
い
く
の
が
教

師
の
仕
事
だ
と
思
っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
子
ど
も
の
心
に
響

く
よ
う
な
言
葉
選
び
、
声
掛

け
を
意
識
し
て
い
き
た
い
。

　

8
月
20
日
に
み
の
り
会
館
で

実
施
し
、
み
の
り
講
座
生
12
人
、

市
内
小
中
学
校
教
員
63
人
、
高

砂
市
人
権
推
進
室
職
員
5
人
が
、

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

5
班
に
分
か
れ
た
分
散
会
で

は
、
み
の
り
講
座
生
の
苦
労
話

や
命
の
尊
さ
、
生
き
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
も
活
発
に
交
流
が

図
ら
れ
、
有
意
義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

【
3
班
】

講　

師　

山
口　

收
さ
ん

（
米
田
西
小
学
校
教
頭
）

テ
ー
マ

◇
同
和
問
題
の
正
し
い
理
解
の

た
め
に

◇
身
近
な
人
権
を
考
え
る

【
4
班
】

講　

師　

中
道　

浩
さ
ん

　
（
甲
南
中
・
高
等
学
校
教
諭
）

テ
ー
マ

◇
部
落
史
の
新
た
な
捉
え
方

◇
人
権
感
覚
と
気
づ
き

【
5
班
】

講　

師　

藤
谷　

剛
さ
ん

（
松
陽
中
学
校
教
諭
）

テ
ー
マ

◇
偏
見
と
差
別
に
つ
い
て
考
え
る

◇
部
落
差
別
の
成
り
立
ち
に
つ

い
て
考
え
る

受
講
生
の
感
想
（
一
部
抜
粋
）

◇
人
権
交
流
学
習
会
と
聞
く
と
、

難
し
い
話
を
想
像
し
て
い
ま

し
た
が
、
動
画
や
グ
ラ
フ
、

同和問題
解決に向けて

人権交流学習会
（班別学習会）

みのり講座
交流会

12月 4 日～10日は「人権週間｣　12月10日は「世界人権デー｣



広報たかさご

保
険
料
額
と
ỏ
年
内
に
納
付
が

見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込

額
で
す
Ố

　

年
の
途
中
に
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
ỏ　

月
2
日

10

か
ら　

月　

日
ま
で
の
間
に
初

12

31

め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
人
に

は
ỏ
翌
年
2
月
上
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
Ố

※　

納
付
忘
れ
の
場
合
ỏ
年
内

に
納
付
す
れ
ば
今
年
分
の
控

除
と
し
て
申
告
で
き
ま
す
Ố

国
民
年
金
保
険
料
は 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

世
帯
で
連
帯
し
て
納
付

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

被
保
険
者
だ
け
で
な
く
ỏ
そ

の
世
帯
の
世
帯
主
と
配
偶
者
も

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
Ố

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
ỏ
納
付
額
の
全

額
が
納
付
し
た
人
の
所
得
税
な

ど
の
控
除
対
象
と
な
り
ỏ
本
人

の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算
し

て
申
告
で
き
ま
す
Ố

講　

師　

米
野　

吉
則
氏
ớ
兵

庫
大
学
Ờ
ỏ
兵
庫
大
学
健
康

シ
ス
テ
ム
学
科
学
生

対　

象　
　

歳
以
上
の
市
民

50

※　

医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ

れ
て
い
る
人
を
除
く
Ố

定　

員　
　

人
20

参
加
費　

1
講
座　

円
250

※　

初
参
加
の
人
は
ỏ
ス
ポ
ồ

ツ
保
険
代　

円
ỏ
運
動
用
チ

500

　

ỿ
ồ
ブ
代　

円
が
必
要

500

持
ち
物　

運
動
靴ớ
内
履
き
用
Ờỏ

タ
オ
ル
ỏ筆
記
用
具
ỏ飲
み
物

申
込
方
法　

電
話
で
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ἀ
ン
カ
レ
ỽ
ジ
ま
た
は

保
健
セ
ン
タ
ồ
ま
で

※　

初
参
加
の
人
の
み
申
し
込

み
が
必
要

年

金

社
会
保
険
料

ớ
国
民
年
金
保
険
料
Ờ

　
　
　

控
除
証
明
書

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
ỏ 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

社
会
保
険
料ớ
国
民
年
金
保
険
料
Ờ

 

控
除
証
明
書
が
必
要
で
す

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

納
付
し
た
保
険
料
は
ỏ
全
額

が
所
得
税
・
市
民
税
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
で
す
Ố
申
告

す
る
場
合
ỏ
1
月
1
日
か
ら　
12

月　

日
ま
で
の
間
に
納
付
ớ
納

31
付
見
込
み
を
含
む
Ờ
し
た
国
民

年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

が
必
要
で
す
Ố

社
会
保
険
料ớ
国
民
年
金
保
険
料
Ờ

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

控
除
証
明
書

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　
　

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

11
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
Ố
証
明
内

容
は
ỏ
1
月
1
日
か
ら　

月
1

10

日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年
金

加
古
川
年
金
事
務
所

☎
4
2
7
・
4
7
4
0

市
民
課
国
民
年
金
係

☎
4
4
3
・
9
0
2
2

月
前
ま
で
に
ỏ
電
話
で
保
健

セ
ン
タ
ồ
ま
で

●
集
団
Ａ

と　

き　
　

月　

日
 

12

19

　

9
時
Ỗ　

時　

分
ớ
指
定
Ờ

11

30

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ồ

定　

員　
　

人
120

●
集
団
Ｂ

と　

き

　

令
和
2
年
1
月　

日
 

16

　

9
時
Ỗ　

時　

分
ớ
指
定
Ờ

15

30

と
こ
ろ　

生
石
研
修
セ
ン
タ
ồ

定　

員　
　

人
240

※　

乳
が
ん
検
診
は　

人
80

が
ん
検
診
・ 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

 

無
料
ク
ồ
ポ
ン
券

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

5
月
下
旬
に
対
象
者
に
個
別

通
知
し
て
い
ま
す
Ố転
入
な
ど
で

無
料
ク
ồ
ポ
ン
券
を
持
ỳ
て
い

な
い
対
象
者
は
ỏ保
健
セ
ン
タ
ồ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

対　

象

◇
子
宮
頸
が
ん　
　

歳
の
女
性

21

◇
乳
が
ん　
　
　
　

歳
の
女
性

41

◇
大
腸
が
ん　
　
　

歳
の
人

41

◇
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　
　
・　
・　
・　
・　
・　
・　

歳

41
46
51
56
61
66
71

で
ỏ
市
が
実
施
す
る
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
の
未
受
診
者

※　

令
和
2
年
4
月
1
日
時
点

の
年
齢

　

個
人
事
業
税
は
ỏ
所
得
税
ỏ

住
民
税
と
は
別
に
ỏ
個
人
で
事

業
を
行
う
人
に
か
か
る
税
で
す
Ố

　

個
人
事
業
税
の
第
2
期
分
の

納
期
限
は
ỏ　

月
2
日
 
で
す
Ố

12

最
寄
り
の
銀
行
な
ど
の
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
め
て
く
だ
さ
い
Ố

　

ま
た
ỏ
納
税
に
は
便
利
な
口

座
振
替
制
度
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
Ố
お
近
く
の
県
税
事
務

所
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
Ố

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ　

時

13

30

15

　
　
　
　
ớ
受
付　

時
Ỗ
Ờ

13

と
こ
ろ　

市
民
病
院

内　

容

◇
画
像
と
認
知
症

◇
食
生
活
で
認
知
症
予
防　
！？

※　

申
込
不
要

※　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
Ố

税

個
人
事
業
税
の
納
税

加
古
川
県
税
事
務
所
課
税
第
1
課

☎
4
2
1
・
9
9
0
2

健

康

第
3
回

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

ừ
に
こ
に
こ
ポ
イ
ン
ト
対
象
Ử

保
健
セ
ン
タ
ồ
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

検
ớ
健
Ờ
診 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

ừ
に
こ
に
こ
ポ
イ
ン
ト
対
象
Ử

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

年
齢
ỏ
性
別
ỏ
検
診
日
に
よ

り
ỏ
受
け
ら
れ
る
検
診
項
目
が

異
な
り
ま
す
Ố
詳
し
く
は
ỏ
保

健
セ
ン
タ
ồ
だ
よ
り
を
ご
覧
く

だ
さ
い
Ố

ừ
集
団
検
ớ
健
Ờ
診
Ử

申
込
方
法　

各
検
診
日
の
1
カ

保
健
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
3
・
3
9
3
6

第
3
回
兵
庫
大
学

ロ
コ
モ
予
防
講
座

ừ
に
こ
に
こ
ポ
イ
ン
ト
対
象
Ử

兵
庫
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ἀ

ン
カ
レ
ỽ
ジ

☎
4
2
7
・
9
9
6
6

保
健
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
3
・
3
9
3
6

　

ロ
コ
モ
と
は
ỏ
要
介
護
に
な

る
リ
ス
ク
が
高
い
状
態
を
い
い

ま
す
Ố
転
倒
や
腰
痛
な
ど
の
運

動
器
障
害
を
防
ぐ
に
は
ỏ
筋
力

と
バ
ラ
ン
ス
能
力
が
重
要
で
す
Ố

い
つ
ま
で
も
健
康
に
暮
ら
せ
る

よ
う
ỏ
家
庭
で
簡
単
に
で
き
る

運
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
Ố

と　

き　
　

月　

日
 

11

17

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
兼
伊
保

公
民
館

内　

容　

チ
ỿ
ồ
ブ
を
使
用
し

た
ロ
コ
モ
ト
レ
ồ
ニ
ン
グ

市
民
病
院

☎
4
4
2
・
3
9
8
1

　

生
活
習
慣
と
認
知
症
を
テ
ồ

マ
に
ỏ
医
師
な
ど
が
予
防
教
室

を
行
い
ま
す
Ố

と　

き　
　

月　

日
 

11

20

令和元年⚑⚑月⚑日発行　№⚘⚙⚖

年
金
・
税
・
健
康

情
報
け
い
じ
ば
ん

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

受
け
ま
し
Ỷ
う

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

●
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
ỳ
て
？

　

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
は
ỏ
直

接
胃
が
ん
を
見
つ
け
る
検
診
で

は
あ
り
ま
せ
ん
Ố
血
液
検
査
で

ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無
を
調
べ

る
抗
体
検
査
と
ỏ
胃
粘
膜
の
萎

縮
度
を
調
べ
る
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン

検
査
を
行
い
ỏ
胃
が
ん
に
な
り

や
す
い
状
態
か
ど
う
か
を
調
べ

る
検
査
で
す
Ố
ピ
ロ
リ
菌
感
染

に
よ
ỳ
て
ỏ
胃
粘
膜
の
萎
縮
が

進
む
ほ
ど
ỏ
胃
が
ん
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
Ố

●
市
の
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を

 

受
け
る
に
は
？

　

市
で
は
ỏ
胃
が
ん
リ
ス
ク
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
Ố
保
健

セ
ン
タ
ồ
ま
た
は
個
別
医
療
機

関
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
Ố
詳
し
く
は
ỏ
保
健
セ
ン

タ
ồ
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

●
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を

 

受
診
し
た
人
へ

Ỗ
定
期
的
に
胃
内
視
鏡
検
査
を

 

受
診
し
て
い
ま
す
か
？
Ỗ

　

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
受
診

し
た
人
の
う
ち
ỏ
結
果
が
ủ
Ａ

群
Ứ
ớ
異
常
な
し
Ờ
の
場
合
は
ỏ

5
年
後
に
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

を
受
診
し
ま
し
Ỷ
う
Ố
結
果
が
ỏ

健
や
か
な
毎
日
を 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

す
ご
す
た
め
の
料
理
教
室

ừ
に
こ
に
こ
ポ
イ
ン
ト
対
象
Ử

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

と　

き　
　

月　

日
 

12

10

　
　
　
　

9
時　

分
Ỗ　

時

30

12

と
こ
ろ　

曽
根
公
民
館

内　

容　

気
軽
に
お
せ
ち
料
理

定　

員　
　

人
20

参
加
費　
　

円
700

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
ỏ
三
角
巾
ỏ

ふ
き
ん
ỏ
筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ồ
ま
で

食
育
教
室 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

と
ん
と
ん
・
コ
ト
コ
ト
の
会

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

と　

き　
　

月　

日
​

12

14

　

9
時　

分
Ỗ　

時　

分

30

12

30

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ồ

内　

容　

楽
し
い
パ
ồ
テ
ỹ
ồ

料
理

対　

象　

4
歳
Ỗ
就
学
前
の
子

ど
も
と
保
護
者

定　

員　
　

組
15

参
加
費　

大　

人　
　

円
500

　
　
　
　

子
ど
も　
　

円
400

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
ỏ
子

ど
も
用
の
箸
・
ス
プ
ồ
ン
・

フ
Ỽ
ồ
ク
ỏ
エ
プ
ロ
ン
ỏ
三

角
巾
ỏ
ふ
き
ん
2
枚
ỏ
筆
記

用
具

申
込
方
法　

電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ồ
ま
で

ủ
⁔Ａ
ớ
精
検
Ａ
Ờ
Ỗ
Ｅ
群
Ứớ
要

精
密
検
査
Ờ
の
場
合
は
ỏ
精
密

検
査
と
し
て
胃
内
視
鏡
検
査
を

受
診
し
ỏ
そ
の
後
は
主
治
医
の

指
示
に
従
ỳ
て
定
期
的
に
胃
内

視
鏡
検
査
を
受
け
ま
し
Ỷ
う
Ố

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診 

窟
沓

虞
虞
虞
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インフルエンザは予防が大切!!
市民病院　☎442-3981

　インフルエンザウイルスには、A型、B型があり、変異を繰り返しながら毎年のように流行しています。インフ
ルエンザ対策について 4つのポイントをまとめたので、予防対策を行いましょう。

　インフルエンザワクチンには、重症化を防ぐ目的
で、A型 2 種類とB型 2 種類の計 4 種類のウイルス
に対するワクチンが含まれています。有効とされる
期間が接種後 2週間～ 5カ月間で、国内流行期が12
月末～翌年 3月頃なので、11月頃の接種が望ましい
です。

1 ．ワクチン接種
　インフルエンザ検査は、発熱後12時間以内に行う
と、感染していても陰性となる確率が高くなります。
発熱後24～48時間が最もウイルスを検出しやすく、
この期間に検査するのが効果的です。

3 ．検査

　日頃の体調管理、手洗い、せきエチケットを確実
に実施することが大切です。
　マスクの装着は、ウイルスの飛散を防ぎ、ウイル
スがついた手で口や鼻に触れることができなくなる
ため、感染予防にもなります。

2 ．予防対策
　インフルエンザの薬は、48時間以内に内服を開始
することが大切です。また、症状を軽くして発熱期
間を短くし、重症化を防ぐことができます。

4 ．治療

　詳しくは、市民病院までお問い合わせください。
※　市民病院ホームページでもご覧いただけます。
※　来院する際は、入り口にある消毒剤を使用し、
せき症状のある人はマスクを着用してください。

と　き
◇小児科　11月12日㈫～（毎週火曜日に実施）
◇内科　    11月14日㈭～（毎週木曜日に実施）

市民病院の予防接種
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Ờ
ま
で

1104

※　

申
込
書
・
大
会
要
項
は
ỏ

市
役
所
正
面
玄
関
ỏ
商
工
会

議
所
に
あ
り
ま
す
Ố
商
工
会

議
所
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
で

も
取
り
出
せ
ま
す
Ố

明
る
い
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会

ừ
に
こ
に
こ
ポ
イ
ン
ト
対
象
Ử

Ỗ
明
る
い
安
全
安
心
な
ま
ち

 

ủ
高
砂
Ứ
を
め
ざ
し
て
Ỗ

と　

き　
　

月　

日
​

11

16

　
　
　
　

9
時　

分
Ỗ

30

と
こ
ろ　

文
化
会
館
じ
Ỷ
う
と

ん
ば
ホ
ồ
ル

入
場
料　

無
料

高
砂
警
察
署

☎
4
4
2
・
0
1
1
0

危
機
管
理
室

☎
4
4
3
・
9
0
0
8

安

心

全
安

加
古
川 
大  
堰 

お
お 
ぜ
き

放
流
警
報
の
試
験
放
送

姫
路
河
川
国
道
事
務
所

河
川
管
理
第
二
課ớ
加
古
川
大
堰
Ờ

☎
4
3
8
・
0
2
0
7

　

加
古
川
大
堰
放
流
警
報
と
は
ỏ

加
古
川
大
堰
が
放
流
す
る
と
き

に
ỏ
放
流
に
よ
る
水
位
変
化
を

周
知
し
ỏ
河
川
利
用
者
の
安
全

を
確
保
す
る
設
備
で
す
Ố
老
朽

化
に
よ
り
設
備
を
更
新
し
た
た

め
ỏ
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
Ố

　

Ｊ
ア
ラ
ồ
ト
を
使
用
し
た
訓

練
を
行
い
ま
す
Ố
こ
れ
は
ỏ
弾

道
ミ
サ
イ
ル
情
報
な
ど
対
処
に

時
間
的
余
裕
の
な
い
情
報
を
ỏ

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
ớ
Ｊ

ア
ラ
ồ
ト
Ờ
か
ら
受
信
し
ỏ
防

災
行
政
無
線
を
自
動
起
動
す
る

こ
と
で
ỏ
瞬
時
に
皆
さ
ん
に
情

報
を
伝
達
す
る
訓
練
で
す
Ố

　

市
内　

カ
所
に
設
置
し
て
あ

63

る
防
災
行
政
無
線
か
ら
一
斉
放

送
し
ま
す
Ố

と　

き　
　

月
4
日
 

12

　
　
　
　
　

時
ご
ろ

11

※　

気
象
状
況
や
地
震
な
ど
に

危
機
管
理
室　

☎
4
4
3
・
9
0
0
8

Ｊ
ア
ラ
ồ
ト

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

防
災
ネ
ỽ
ト
た
か
さ
ご

危
機
管
理
室

☎
4
4
3
・
9
0
0
8

　

災
害
が
起
き
た
と
き
ỏ
登
録

し
た
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の

メ
ồ
ル
ア
ド
レ
ス
に
避
難
勧
告

な
ど
の
災
害
情
報
を
随
時
配
信

し
て
い
ま
す
Ố

　

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ồ
ド
を
読
み
取

り
ỏ
空
メ
ồ
ル
を
送
信
し
て
登

録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
Ố

http://bosai.net/takasago/

テ
レ
ド
ồ
ム
サ
ồ
ビ
ス 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

☎
0
1
8
0
・ 
9  
9  
7  
5  
0  
6 

救 

急 

な 

コ 

ồ 

ル

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

防
災
行
政
無
線
か
ら
流
れ
た

放
送
を
ỏ
音
声
メ
ỽ
セ
ồ
ジ
で

も
う
一
度
確
認
で
き
ま
す
Ố

　

地
域
住
民
の
避
難
経
路
を
確

保
す
る
た
め
ỏ
危
険
な
ブ
ロ
ỽ

ク
塀
な
ど
の
撤
去
に
要
す
る
費

用
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
Ố

　

補
助
の
申
請
を
検
討
す
る
場

合
ỏ
建
築
指
導
課
ま
で
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

※　

補
助
制
度
は
今
年
度
限
り

対　

象

◇
個
人
が
所
有
す
る
住
宅
ỏ
自

治
会
な
ど
の
集
会
施
設
ỏ
保

育
所
ỏ
認
定
こ
ど
も
園
ま
た

は
社
会
福
祉
施
設
ớ
詳
細
な

条
件
あ
り
Ờ

◇
道
路
に
面
す
る
高
さ
が　

㎝
60

を
超
え
る
も
の
で
ỏ
建
築
基

準
法
の
規
定
に
適
合
し
て
い

な
い
も
の
ỏ
ま
た
は
老
朽
化

な
ど
に
よ
り
市
長
が
危
険
と

認
め
る
も
の

※　

原
則
一
面
全
て
撤
去

※　

撤
去
後
の
フ
ỻ
ン
ス
ỏ
生

け
垣
な
ど
の
設
置
費
用
は
対

象
外

補
助
金
額
の
上
限

◇
個
人
住
宅
ỏ
自
治
会
な
ど
の

集
会
施
設

建
築
指
導
課

☎
4
4
3
・
9
0
3
5

危
険
ブ
ロ
ỽ
ク
塀
等

　
　
　

撤
去
支
援
補
助

住
ま
い
の
相
談

ひ
Ỷ
う
ご
住
ま
い
サ
ポ
ồ
ト
セ
ン
タ
ồ

☎
0
7
8
・
3
6
0
・
2
5
3
6

　

相
談
員
や
建
築
士
に
住
ま
い

の
相
談
が
で
き
ま
す
Ố

内　

容　

賃
貸
契
約
ỏ
住
宅
の

取
得
・
リ
フ
Ỽ
ồ
ム
ỏ
工
事

業
者
な
ど

※　

詳
し
く
は
ỏひ
Ỷ
う
ご
住
ま

い
サ
ポ
ồ
ト
セ
ン
タ
ồ
ホ
ồ

ム
ペ
ồ
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

ス

ツ

ポ
ồ

高
砂
浜
風
駅
伝
大
会
事
務
局

ớ
高
砂
商
工
会
議
所
内
Ờ

☎
4
4
3
・
0
5
0
0

鯖
4
4
2
・
0
3
6
9

高
砂
市
制　

周
年
記
念
事
業

65

第　

回
高
砂
浜
風
駅
伝
大
会

10
と　

き　

令
和
2
年
2
月　

日
 

16



広報たかさご

行
事
・
イ
ベ
ン
ト 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

※　

申
込
不
要
・
無
料 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

◇
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

と　

き　
　

月
2
日
​　
　

時
Ỗ

11

14

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

対　

象　

幼
児

※　

参
加
は
子
ど
も
の
み

◇
お
は
な
し
会

と　

き　
　

月
9
日
​
・　

日
​

11

16

　
　
　
　
　

時
Ỗ

14

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

と
ス
ト
ồ
リ
ồ
テ
リ
ン
グ

対　

象　

5
歳
Ỗ
小
学
校
低
学
年

※　

参
加
は
子
ど
も
の
み

◇
え
ほ
ん
と
お
は
な
し
の
会

と　

き　
　

月　

日
 　
　

時
Ỗ

11

20

10

内　

容　

わ
ら
べ
歌
あ
そ
び
ỏ

絵
本
ỏ
紙
芝
居
ỏ
折
り
紙

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す
Ố

◇
親
と
子
で
楽
し
む
わ
ら
べ
唄

と　

き　
　

月　

日
 

11

28

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ

10

30

内　

容　

わ
ら
べ
唄
ỏ
絵
本

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す
Ố

◇
え
ほ
ん
の
も
り

と　

き　
　

月　

日
 
・　

日

11

12

19

 
・　

日
 　

26

　
　

時
Ỗ
ỏ　

時　

分
Ỗ

10

10

30

内　

容　

紙
芝
居
と
絵
本
の
読

み
聞
か
せ

対　

象　

幼
児

※　

親
子
で
参
加
で
き
ま
す
Ố

と　

き　
　

月　

日
 

11

27

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

11

中
央
公
民
館
兼
伊
保
公
民
館 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

☎
4
4
7
・
2
2
4
7

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

●
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会

ừ
に
こ
に
こ
ポ
イ
ン
ト
対
象
Ử

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ỏ
紙
芝

居
ỏ手
遊
び
ỏ簡
単
な
工
作
な
ど

と　

き　
　

月　

日
 

11

14

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

11

公
民
館
ま
つ
り 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

詳
し
く
は
ỏ
各
公
民
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

内　

容

◇
登
録
グ
ル
ồ
プ
生
の
作
品
展
示

◇
芸
能
発
表
会ớ
2
日
目
の
み
Ờ

◇
喫
茶
コ
ồ
ナ
ồ
ỏ
お
茶
席

◇
バ
ザ
ồ　
　
　
　
　
　

な
ど

※　

内
容
は
公
民
館
に
よ
り
異

な
り
ま
す
Ố

入
場
料　

無
料

◇
荒
井
公
民
館

 

☎
4
4
2
・
0
4
9
0

　
　

月　

日
​
・　

日
 

11

16

17

◇
曽
根
公
民
館

 

☎
4
4
8
・
4
7
9
8

　
　

月　

日
​
・　

日
 

11

16

17

◇
米
田
公
民
館

 

☎
4
3
2
・
6
7
8
4

　
　

月　

日
​
・　

月
1
日
 

11

30

12

※　

い
ず
れ
も　

時
Ỗ　

時

10

16

※　

他
の
公
民
館
の
日
程
は
ỏ

広
報
た
か
さ
ご　

月
号
以
降

12

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
Ố

市
民
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル
大
会

　

月
の
図
書
館

11図
書
館

☎
4
3
2
・
1
3
5
5

休
館
日 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

5
日
 

　
　

時
Ỗ　

時　

分

13

15

30

　

着
物
の
種
類
ỏ
帯
の
種
類

◇　

月　

日
 

11

17

　

9
時　

分
Ỗ　

時

30

12

　

袋
帯
の
お
太
鼓
の
結
び
方

◇　

月　

日
 

11

24

　

9
時　

分
Ỗ　

時

30

12

　

お
互
い
に
着
せ
て
み
る

　
　

時
Ỗ　

時　

分

13

15

30

　

総
復
習

※　

着
物
の
補
正
講
座
を
受
講

で
き
る
人
ỏ
す
べ
て
の
回
に

参
加
で
き
る
人
を
優
先

※　

持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
ỏ

中
央
公
民
館
兼
伊
保
公
民
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
Ố

第
5
回　

世
界
遺
産
に
決
定
！

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
つ
い
て

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

と　

き　
　

月　

日
 

11

21

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時　

分

10

11

30

講　

師　

鈴
木　

俊
章
氏

　
　
　
　
ớ
歴
史
研
究
家
Ờ

定　

員　
　

人
150

受
講
料　

無
料

第
6
回　

英
語
落
語 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　
　

月
1
日
 

12

　
　
　
　
　

時　

時
Ỗ　

時

13

30

15

講　

師　

桂　

福
龍
氏

　
　
　
　
ớ
カ
ナ
ダ
人
落
語
家
Ờ

定　

員　
　

人
150

受
講
料　

無
料

催

し

と　

き　
　

月
1
日
 

12

　
　
　
　

9
時
Ỗ

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

種　

目　

9
人
制
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル

対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人

参
加
費　

3
ỏ
0
0
0
円
ớ
1

チ
ồ
ム
Ờ

※　

春
季
大
会
不
参
加
の
チ
ồ

ム
は
ỏ
登
録
料
2
ỏ
0
0
0

円
が
必
要

し
め
切
り　
　

月　

日
‌
必
着

11

23

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
郵
送

で
高
砂
市
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル
協

会ớ
男
子　
〒　

－

　
　

荒
井

676

0015

町
紙
町　

－

　

ỏ女
子　
〒　

28

14

676

－

　
　
米
田
町
米
田　

－

　

Ờ

0805

248

11

ま
で

高
砂
市
バ
レ
ồ
ボ
ồ
ル
協
会

男
子　
☎
4
4
3
・
6
5
4
5

女
子　
☎
4
3
2
・
2
0
2
1

　

申
し
込
み
は
電
話
で
各
公
民

館
ま
で

高
砂
公
民
館 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

☎
4
4
3
・
5
4
3
9

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

●
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会

ừ
に
こ
に
こ
ポ
イ
ン
ト
対
象
Ử

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ỏ
紙
芝

居
ỏ手
遊
び
ỏ簡
単
な
工
作
な
ど

公
民
館
で

楽
し
い
こ
と
い
ỳ
ぱ
い

大
人
が
楽
し
む
お
は
な
し
会 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　
　

月
7
日
 

11

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ

10

30

内　

容　

大
人
の
た
め
の
ス
ト

　

ồ
リ
ồ
テ
リ
ン
グ

読
み
手　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ỽ

ト
高
砂

定　

員　
　

人
40

※　

子
ど
も
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
Ố

※　

申
込
不
要

名
誉
館
長
講
座
ợ
特
別
編
Ụ 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

名
誉
館
長
が
コ
ồ
デ
ỹ
ネ
ồ

ト
す
る
講
師
と
共
に
高
砂
市
に

つ
い
て
学
ぼ
う
！

と　

き　
　

月　

日
 

11

24

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ

13

30

講　

師　

山
下　

香
氏

　

ớ
一
級
建
築
士
事
務
所
状
況

設
計
室
代
表
Ờ

定　

員　
　

人
40

※　

申
込
不
要

市
民
教
養
講
座

中
央
公
民
館
兼
伊
保
公
民
館

☎
4
4
7
・
2
2
4
7

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
兼
伊
保

公
民
館

申
込
方
法　

電
話
で
中
央
公
民

館
兼
伊
保
公
民
館
ま
で

第
4
回　

着
物
の
着
付
け 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

講　

師　

丹
羽　

雄
子
氏

対　

象　

女
性

定　

員　

各　

人
10

受
講
料　

無
料

●
着
物
の
補
正
講
座

と　

き　
　

月
9
日
​

11

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時　

分

13

15

30

内　

容　

着
物
の
下
着
ỏ
補
正

の
仕
方
を
学
ぶ

持
ち
物　

筆
記
用
具
ỏ
足
袋
ỏ

肌
着
ỏ
裾
よ
け
ỏ
長
じ
ỵ
ば

ん
ỏ
伊
達
じ
め
ỏ
腰
ひ
も
3

本
ỏ
襟
芯
ỏ
前
板
ỏ
帯
枕
ỏ

襟
と
め
ま
た
は
洗
濯
ば
さ
み

3
本
ỏ
コ
ồ
リ
ン
ベ
ル
ト

●
着
付
け
実
践
講
座

と
き
・
内
容

◇　

月　

日
 

11

10

　

9
時　

分
Ỗ　

時

30

12

　

普
段
着
の
着
付
け

◇　

月　

日
​

11

16

令和元年⚑⚑月⚑日発行　№⚘⚙⚖

情
報
け
い
じ
ば
ん

ス
ポ
ồ
ツ
・
催
し

　

高
砂
市
の
日
本
遺
産
ủ
北
前

船
寄
港
地
・
船
主
集
落
Ứ
追
加

認
定
1
周
年
を
記
念
し
て
ỏ
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
Ố

日
本
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
砂

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

ｉｎ

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

松
右
衛
門
ゆ
か
り
の
都
市
の

 

縁
を
結
ぶ

　

函
館
や
姫
路
な
ど
で
活
動
す

る
人
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
ỏ
高
砂

の
地
域
力
を
高
め
る
た
め
に
ỏ

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
ỏ
人
材
発

掘
の
事
例
発
表
や
討
論
を
行
い

ま
す
Ố
参
加
者
に
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ỽ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

と　

き　
　

月　

日
 

11

10

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ

13

30

と
こ
ろ　

高
砂
商
工
会
議
所

出　

演

◇
山
本　

真
也
氏

　
ớ
元
函
館
市
教
育
長
Ờ

◇
山
下　

香
氏
ớ
一
級
建
築
士

事
務
所
状
況
設
計
室
代
表
Ờ

◇
大
谷　

輝
彦
氏
ớ
姫
路
市
教

育
委
員
会
文
化
財
課
課
長
補

佐
Ờ

◇
吉
田　

文
男
氏
ớ
ア
ト
リ
エ

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
高
砂
フ
ỻ
ア

生
涯
学
習
課

☎
4
4
3
・
9
0
5
6

ふ
Ữ
ồ
み
ん
フ
ỻ
ス
タ　

高
砂

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

ｉｎ

◇
農
作
物
青
空
市

◇
兵
庫
南
農
協
市
内
各
支
店
と

女
性
会
の
模
擬
店
・
ゲ
ồ
ム

◇
波
賀
町
物
産
販
売　
　

ほ
か

環
境
フ
ỻ
ア 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

ừ
に
こ
に
こ
ポ
イ
ン
ト
対
象
Ử

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

身
近
な
材
料
を
使
ỳ
た
エ
コ

工
作
や
ỏ
エ
ネ
ル
ギ
ồ
の
実
験

が
で
き
る
体
験
ỏ
緑
の
カ
ồ
テ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
写
真
・
環
境
パ

ネ
ル
の
展
示
を
行
い
ま
す
Ố

フ
Ỽ
ル
ム
代
表
Ờ

◇
村
上　

裕
道
氏
ớ
高
砂
市
立

図
書
館
名
誉
館
長
Ờ

定　

員　
　

人
60

参
加
費　

無
料

※　

申
込
不
要

資
料
展
示 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　
　

旧
工
楽
邸
・
市
立
図
書
館

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

ｉｎ

　

西
回
り
航
路
・
松
右
衛
門
ゆ

か
り
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
Ố

と　

き

　
　

月
9
日
​
Ỗ　

月　

日
 

11

12

26

　

ớ
声
優
・
俳
優
Ờ

入
場
料　

無
料

一
時
保
育　

8
人

※　

2
歳
Ỗ
就
学
前
の
子
ど
も

ớ　

月　

日
 
ま
で
に
要
予
約
Ờ

11

14

※　

駐
車
台
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
Ố
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
Ố

※　

申
込
不
要

旧
入
江
家
住
宅
の
一
般
公
開

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

☎
4
4
8
・
8
2
5
5

　

旧
入
江
家
住
宅
は
ỏ
江
戸
時

代
の
天
明
5
ớ
1
7
8
5
Ờ
年

に
建
築
さ
れ
た
庄
屋
層
の
民
家

で
ỏ
県
指
定
文
化
財
で
す
Ố

　
　

月
1
日
Ỗ
7
日
の
文
化
財

11
保
護
強
調
週
間
に
合
わ
せ
て
公

開
し
ま
す
Ố　

回
目
の
一
般
公

10

開
を
記
念
し
て
ỏ
初
め
て
建
物

内
部
を
公
開
し
ま
す
Ố

と　

き　
　

月
2
日
​
・
3
日
‌

11

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

16

※　

雨
天
決
行

と
こ
ろ　

旧
入
江
家
住
宅

テ
ồ
マ　

塩
の
家
を
訪
ね
る

※　

曽
根
天
満
宮
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
Ố

入
江
塾
と

お
母
ち
Ỵ
ん
の
手
仕
事
展

曽
根
小
町
く
ら
ぶ

☎
0
9
0
・
1
8
9
6
・
9
8
5
3

と
こ
ろ　

旧
入
江
家
住
宅

※　

曽
根
天
満
宮
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
Ố

大
人
の
寺
子
屋
・
入
江
塾 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

江
戸
時
代
の
随
筆
・
紀
行
文

ứ
鶏
口
集
Ừ
ớ
入
江
樵
風
著
Ờ

を
ỏ
朗
読
家
の
阿
部
麻
里
氏
が

朗
読
し
ỏ
歌
井
昭
夫
氏
ớ
高
砂

古
文
書
の
会
Ờ
が
解
説
し
ま
す
Ố

と　

き　
　

月
9
日
​
・　

日
​

11

16

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時　

分

10

11

30

対　

象　

2
日
間
参
加
で
き
る
人

定　

員　
　

人
40

し
め
切
り　
　

月
7
日
 

11

申
込
方
法　

電
話
で
曽
根
小
町

く
ら
ぶ
ま
で

お
母
ち
Ỵ
ん
の
手
仕
事
展 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

わ
が
家
ご
自
慢
の
お
宝
ỏ
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・
刺
し
ỵ
う
・

書
・
水
彩
画
な
ど
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
Ố

と　

き　
　

月
9
日
​
Ỗ　

日
​

11

16

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

15

入
場
料　

無
料

※　

申
込
不
要

　

ド
ロ
ồ
ン
の
仕
組
み
や
ル
ồ

ル
を
学
ん
で
ỏ
ミ
ニ
ド
ロ
ồ
ン

を
飛
ば
し
て
み
よ
う
！

と　

き　
　

月　

日
 

11

17

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

と
こ
ろ　

青
年
の
家

対　

象　

小
学
生
と
保
護
者

定　

員　
　

組
10

参
加
費　

1
組
2
ỏ
0
0
0
円

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
青
年
の
家
ま
で

ミ
ニ
ド
ロ
ồ
ン

そ
う
じ
ỵ
う
た
い
け
ん
会

青
年
の
家

☎
4
4
3
・
2
1
5
5

人
権
フ
ỻ
ス
テ
イ
バ
ル

ừ
に
こ
に
こ
ポ
イ
ン
ト
対
象
Ử

人
権
推
進
室

☎
4
4
3
・
9
0
6
0

と　

き　
　

月　

日
​

11

30

　
　
　
　
　

時　

分
Ỗ　

時

13

30

16

　
　
　
　
ớ
受
付　

時　

分
Ỗ
Ờ

12

45

と
こ
ろ　

文
化
会
館
じ
Ỷ
う
と

ん
ば
ホ
ồ
ル

内　

容

◇
セ
レ
モ
ニ
ồ
と
表
彰

◇
人
権
講
演
会
ủ
マ
ス
オ
の
人

権
問
題
考
ứ
こ
と
ば
は
プ
レ

ゼ
ン
ト
Ừ
Ứ

　

講
師　

増
岡　

弘
氏

高
砂
市
制　

周
年
記
念
事
業

65

農
林
漁
業
祭

産
業
振
興
課

☎
4
4
3
・
9
0
3
1

と　

き　
　

月
1
日
 

12

　
　
　
　

9
時　

分
Ỗ

30

と
こ
ろ　

総
合
運
動
公
園
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド

農
作
物
品
評
会 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

優
秀
な
農
作
物
の
出
品
者
は
ỏ

ふ
Ữ
ồ
み
ん
フ
ỻ
ス
タ
の
イ
ベ

ン
ト
の
中
で
表
彰
し
ま
す
Ố

　

出
品
さ
れ
た
農
作
物
は
ỏ
表

彰
式
終
了
後
に
販
売
し
ま
す
Ố

◇
農
作
物
品
評
会
出
品
者
募
集

　

出
品
者
に
は
参
加
賞
ỏ
入
賞

者
に
は
表
彰
状
と
副
賞
を
贈
呈

し
ま
す
Ố
審
査
は　

月　

日
​

11

30

に
行
い
ま
す
Ố
出
品
物
の
規
格

や
搬
入
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ỏ

産
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
Ố

地
域
と
未
来
を
つ
な
ぐ

ひ
Ỷ
う
ご
基
幹
道
路

ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク

　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

都
市
政
策
課

☎
4
4
3
・
9
0
3
3

　

播
磨
臨
海
地
域
道
路
な
ど
の

基
幹
道
路
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク
に
よ

る
地
域
の
発
展
や
防
災
に
つ
い

て
広
く
情
報
発
信
す
る
た
め
ỏ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
Ố

と　

き　
　

月　

日
 

12

16

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

14

16

と
こ
ろ　

加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

定　

員　
　

人
300

参
加
費　

無
料

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ỏ

県
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
Ố



広報たかさご

み
ど
り
の
相
談
所

の
あ
る
内
容
を
モ
チ
ồ
フ
と
し

て
描
い
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
Ố

と　

き

　
　

月　

日
​
・　

日
 

11

16

17

　
　

時
Ỗ　

時

10

17

※　
　

日
 
は　

時
ま
で

17

16

と
こ
ろ　

文
化
会
館
展
示
集
会
室

入
場
料　

無
料

と
こ
ろ　

市
ノ
池
公
園
温
室

結
婚
・
誕
生
記
念
植
樹
用 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

苗
木
の
配
布

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

3
月
と　

月
に
記
念
植
樹
用

11

苗
木
を
配
布
し
て
い
ま
す
Ố
申

込
書
を
お
持
ち
の
人
は
ỏ
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Ố

花
と
緑
の
教
室 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

●
ク
リ
ス
マ
ス
を飾

る
寄
せ
植
え

と　

き　
　

月
9
日
​

11

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

と
こ
ろ　

多
目
的
研
修
室

定　

員　
　

人
30

受
講
料　

2
ỏ
0
0
0
円

持
ち
物　

手
袋
ỏ
せ
ん
定
ば
さ

み
ỏ
小
さ
い
移
植
ご
て
ỏ
持

ち
帰
り
用
袋

申
込
期
間

　
　

月
5
日
 
Ỗ
8
日
 

11
申
込
方
法　

電
話
で
み
ど
り
の

相
談
所
ま
で

※　

参
加
者
本
人
の
み
申
込
可

展
示
会 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

●
第　

回
さ
つ
き
盆
栽
展ớ
秋
Ờ

15

と　

き

　
　

月　

日
 
Ỗ　

日
 

11

15

17

　

9
時
Ỗ　

時
17

※　
　

日
 
は　

時
ま
で

17

16

と
こ
ろ　

展
示
コ
ồ
ナ
ồ

●
第　

回
市
ノ
池
洋
ラ
ン
展

18

と　

き

　
　

月　

日
 
Ỗ　

月
8
日
 

11

29

12

　
　

時
Ỗ　

時　

分

10

16

50

※　
　

月
8
日
 
は　

時
ま
で

12

16

市
ノ
池
公
園
み
ど
り
の
相
談
所

☎
4
4
7
・
6
4
0
1

高
砂
盆
栽
協
会

☎
4
4
7
・
4
5
5
4

と　

き

　
　

月
9
日
​
・　

日
 

11

10

　

9
時
Ỗ　

時
17

※　
　

日
 
は　

時
ま
で

10

16

と
こ
ろ　

市
ノ
池
公
園

内　

容　

黒
松
ỏ
真
柏
ỏ
雑
木

な
ど
を
含
む
約　

席
15

入
場
料　

無
料

秋
の
盆
栽
展

菊
花
展
示
会

高
砂
菊
友
会

☎
4
4
2
・
5
6
1
0

と　

き

　
　

月　

日
 
Ỗ　

日
 

11

11

29

と
こ
ろ　

文
化
会
館
玄
関
前

内　

容　

総
合
花
壇
の
展
示

高
砂
を
ス
ケ
ỽ
チ
す
る
会
展

高
砂
を
ス
ケ
ỽ
チ
す
る
会

☎
4
4
3
・
0
3
3
7

　

高
砂
の
風
景
や
高
砂
に
関
係

ユ
ồ
ア
イ
帆
ỳ
と
セ
ン
タ
ồ

　
　
　
　
　
　
　
　

の
催
し

ユ
ồ
ア
イ
帆
ỳ
と
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
1
・
8
9
4
8

令
和
の
し
め
縄
飾
り
づ
く
り 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

お
し
Ỵ
れ
な
ア
レ
ン
ジ
の
し

め
縄
飾
り
で
新
し
い
年
を
迎
え

ま
し
Ỷ
う
Ố

と　

き　
　

月　

日
 

12

16

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

と
こ
ろ　

ユ
ồ
ア
イ
帆
ỳ
と
セ

ン
タ
ồ

定　

員　
　

人
15

参
加
費　

3
ỏ
6
0
0
円

持
ち
物　

は
さ
み
ỏ
持
ち
帰
り

用
袋

し
め
切
り　
　

月
9
日
 

12

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
ユ
ồ
ア
イ
帆
ỳ
と
セ
ン
タ

　

ồ
ま
で

休
館
日 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　
　

月
4
日
 
・　

日
 

11

17

京
太
郎
コ
ン
サ
ồ
ト

文
化
会
館

☎
4
4
2
・
4
8
3
1

と　

き

　

令
和
2
年
2
月
2
日
 

　
　

時　

分
Ỗ
ớ
開
場　

時
Ờ

13

30

13

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ồ

ぼ
ỳ
く
り
ん
ホ
ồ
ル

料　

金　

4
ỏ
0
0
0
円
ớ
全

席
指
定
Ờ

※　

友
の
会　

％
引
き

10

※　

当
日　

円
増

500

※　

未
就
学
児
入
場
不
可　

チ
ケ
ỽ
ト
発
売
日

◇
友
の
会　
　

月　

日
 

11

12

◇
一　

般　
　

月　

日
​

11

16

※　

窓
口
は
9
時
ỏ
電
話
・
イ

ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
は　

時
よ
り

13

販
売

第　

回
50

　
　

邦
楽
演
奏
会

と　

き　
　

月　

日
 

11

24

　
　

時
Ỗ
ớ
開
場　

時　

分
Ờ

13

12

30

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ồ

ぼ
ỳ
く
り
ん
ホ
ồ
ル

曲　

目

◇
旅
路

◇
四
季
の
日
々
よ
り

高
砂
市
邦
楽
協
会

☎
4
4
6
・
2
6
5
8

　

Ỗ
秋
の
日
Ỗ

◇
月
に
寄
せ
る
日
本
の
う
た

◇
星
会
い
の
夜
に　

他

入
場
料　

無
料

高
砂
市
制　

周
年
記
念
事
業

65

第　

回
56

高
砂
市
い
け
ば
な
展

高
砂
市
茶
華
道
協
会

☎
4
4
7
・
3
2
0
0

　

お
茶
を
た
て
る
体
験
コ
ồ
ナ

ồ
を
新
設
し
ま
し
た
Ố
お
茶
を

た
て
て
み
ま
せ
ん
か
Ố

と　

き

　
　

月　

日
​
・　

日
 

11

16

17

　
　

時
Ỗ　

時　
　

10

17

※　
　

日
 
は　

時
ま
で

17

16

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ồ

ぼ
ỳ
く
り
ん
ホ
ồ
ル

内　

容　
　

流
派
ỏ
約　

瓶
の

17

80

作
品
の
展
示

入
場
料　

無
料

※　

お
茶
席
あ
り
ỏ
茶
券　

円
400

高
砂
市
制　

周
年
記
念
事
業

65

第　

回
60

高
砂
吟
剣
詩
舞
道
大
会

高
砂
市
吟
詠
連
合
会

☎
4
4
2
・
8
5
2
1

と　

き　
　

月　

日
‌

11

23

　
　
　
　
　

時
Ỗ

10

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ồ

ぼ
ỳ
く
り
ん
ホ
ồ
ル

出　

演　

高
砂
市
吟
詠
連
合
会

加
盟
団
体

入
場
料　

無
料

と　

き　
　

月
1
日
 

12

　
　

時　

分
Ỗ
ớ
開
場　

時
Ờ

13

30

13

と
こ
ろ　

文
化
会
館
ぼ
ỳ
く
り

ん
ホ
ồ
ル

内　

容　

声
楽
ỏ
楽
器
の
ソ
ロ

と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ớ
ヴ
Ỹ
イ

オ
リ
ン
ỏ
フ
ル
ồ
ト
ỏ
サ
ỽ

ク
ス
ỏク
ラ
リ
ネ
ỽ
ト
ỏフ
Ỹ

ゴ
ỽ
ト
ỏ
ト
ラ
ン
ペ
ỽ
ト
ỏ

ピ
ア
ノ
Ờ

曲　

目

◇
ủ
カ
ヴ
Ỹ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ

　

ỹ
カ
ồ
ナ
Ứ
よ
り
間
奏
曲

◇
ủ
ト
ス
カ
Ứ
よ
り

　

歌
に
生
き
愛
に
生
き

◇
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア

◇
ク
リ
ス
マ
ス
キ
Ỿ
ロ
ル
メ
ド

レ
ồ　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

友
情
出
演　
青
い
鳥
児
童
合
唱
団

入
場
料　

無
料

高
砂
演
奏
連
盟

☎
0
7
9
・
2
5
4
・
4
2
0
2

高
砂
市
制　

周
年
記
念
事
業

65

コ
ン
セ
ồ
ル
・
ブ
リ
ア

第
5
回
記
念
コ
ン
サ
ồ
ト

兼
チ
Ỿ
リ
テ
ỹ
コ
ン
サ
ồ
ト

令和元年⚑⚑月⚑日発行　№⚘⚙⚖

情
報
け
い
じ
ば
ん

催
し
・
募
集

直
接
ま
た
は
郵
送
ỏ
フ
Ỹ
ク

ス
ỏ
メ
ồ
ル
で
子
育
て
支
援

課
ớ
〒　

－

　
　

荒
井
町
千

676

8501

鳥
1－

1－

1
Ờ
ま
で

※　

様
式
自
由

※　

意
見
へ
の
個
別
回
答
は
し

ま
せ
ん
Ố

◇
暴
力
団
員
で
な
い

家　

賃

　

月
額
6
0
ỏ
0
0
0
Ỗ

6
0
ỏ
6
0
0
円

※　

階
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
Ố

受
付
期
間　

随
時

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ỏ
必
要
書
類

を
添
え
て
管
理
課
ま
で

※　

申
込
書
は
管
理
課
に
あ
り

ま
す
Ố

　
　

時
Ỗ

11
と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ồ

ぼ
ỳ
く
り
ん
ホ
ồ
ル

会　

費　

1
ỏ
5
0
0
円

申
込
期
間

　
　

月
1
日
 
Ỗ　

日
 

11

15

申
込
方
法　

会
費
を
添
え
て
ỏ

直
接
秘
書
広
報
広
聴
室
秘
書

担
当
ま
た
は
高
砂
商
工
会
議

所
ま
で

三
菱
チ
Ỿ
リ
テ
ỹ
イ
ベ
ン
ト

Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ　

Ｔ
Ａ
Ｏ

ザ
・
ド
ラ
マ
ồ
ズ

と　

き

　

令
和
2
年
3
月　

日
 

22

　
　

時
Ỗ
ớ
開
場　

時　

分
Ờ

16

15

30

と
こ
ろ　

文
化
会
館
じ
Ỷ
う
と

ん
ば
ホ
ồ
ル

料　

金
ớ
全
席
指
定
Ờ

◇
Ｓ
席　
　

6
ỏ
0
0
0
円

◇
Ａ
席　
　

5
ỏ
0
0
0
円

◇
2
階
席　

4
ỏ
0
0
0
円

※　

友
の
会　

％
引
き

10

※　

未
就
学
児
入
場
不
可　

チ
ケ
ỽ
ト
発
売
日

◇
友
の
会　
　

月
5
日
 

11

◇
一　

般　
　

月
9
日
​

11

※　

窓
口
は
9
時
ỏ
電
話
・
イ

ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
は　

時
よ
り

13

販
売

文
化
会
館

☎
4
4
2
・
4
8
3
1

子
ど
も
・
子
育
て
・ 

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

 

若
者
支
援
プ
ラ
ン
ớ
素
案
Ờ

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

　

平
成　

年
度
に
策
定
さ
れ
た

30

子
ど
も
・
子
育
て
・
若
者
支
援

プ
ラ
ン
の
う
ち
ỏ
ủ
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
Ứ
の
期

間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
ỏ
令

和
2
年
度
を
始
期
と
す
る
ủ
第

2
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
Ứ
と
し
て
ỏ
引
き
続
き

本
市
に
お
け
る
子
ど
も
か
ら
若

者
へ
の
健
全
な
成
長
と
子
育
て

を
支
え
る
施
策
を
切
れ
目
な
く

推
進
す
る
た
め
に
策
定
す
る
も

の
で
す
Ố

と　

き

　
　

月
1
日
 
Ỗ　

月
2
日
 

11

12

※　

土
・
日
ỏ
祝
日
を
除
く
Ố

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
課
ỏ
情

報
公
開
コ
ồ
ナ
ồ
ỏ
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ồ
ỏ
北
部
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ồ
ỏ
各
市
民

サ
ồ
ビ
ス
コ
ồ
ナ
ồ
・
市
民

コ
ồ
ナ
ồ

※　

市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
Ố

対　

象

◇
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

◇
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法

人
ỏ
そ
の
他
団
体

意

見

募

集

募

集

◇
市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
人

◇
そ
の
他
本
件
に
係
る
事
案
に

利
害
関
係
を
有
す
る
人
ỏ団
体

し
め
切
り　
　

月
2
日
 

12

提
出
方
法　

住
所
ỏ
氏
名
ớ
団

体
の
場
合
は
団
体
名
Ờ
ỏ
電

話
番
号
ỏ
意
見
を
記
入
の
上
ỏ

新
春
交
礼
会

と　

き　

　

令
和
2
年
1
月
7
日
 

秘
書
広
報
広
聴
室
秘
書
担
当

☎
4
4
3
・
9
0
0
0

市
営
松
波
住
宅

ớ
中
堅
所
得
者
向
け

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
Ờ

　
　
　
　

入
居
者
募
集

ま
ち
づ
く
り
部
管
理
課

☎
4
4
3
・
9
0
4
0

戸　

数　

6
戸
ớ
3
Ｄ
Ｋ
Ờ

入
居
時
期　
　

月
以
降

12

※　

申
込
書
確
認
後
ỏ
審
査
結

果
に
よ
る

入
居
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
人

◇
政
令
月
収
額

　

1
5
8
ỏ
0
0
0
円
Ỗ

2
5
9
ỏ
0
0
0
円

※　

入
居
し
よ
う
と
す
る
家
族

全
員
の
年
間
総
所
得
か
ら
扶

養
控
除
額
な
ど
を
差
し
引
い

た
額
を　

カ
月
で
割
ỳ
た
額

12

◇
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

あ
る

子
育
て
支
援
課　

☎
4
4
3
・
9
0
2
4

鯖
4
4
2
・
9
5
1
7

死tact2160＠city.takasago.lg.jp

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
Ố

学
校
給
食
用
物
資
納
入

　
　
　
　

登
録
業
者
募
集

学
校
給
食
会
事
務
局ớ
学
務
課
内
Ờ

☎
4
4
3
・
9
0
5
3

　

令
和
2
年
度
の
学
校
給
食
用

物
資
ớ
小
学
校　

校
・
中
学
校

10

6
校
Ờ
を
納
入
す
る
登
録
業
者

を
募
集
し
ま
す
Ố

し
め
切
り　
　

月　

日
 

11

13

※　

詳
し
く
は
ỏ
学
校
給
食
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
Ố

自衛隊兵庫地方協力本部　☎426－3290

試験日受付期間対　象職　　種

令和̎年̍月̑日 ・
 ̒日 のいずれか̍日

11月 ̍ 日 　　
　　　～29日 

中学校卒業(見込含む)の
15～17歳未満の男子で、
成績優秀で生徒会活動や
部活動などに顕著な実績
を収めた人
※　令和 ̎ 年 ̐ 月 ̍ 日時
点の年齢

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

（推薦）

【 ̍ 次】
令和 ̎ 年 ̍ 月18日​
【 ̎ 次】
令和 ̎ 年 ̍ 月31日 ～
 ̎ 月 ̏ 日 のいずれか
 ̍ 日

11月 ̍ 日 
～令和 ̎ 年 ̍ 月 ̒ 日 

中学校卒業(見込含む)の
15～17歳未満の男子
※　令和 ̎ 年 ̐ 月 ̍ 日時
点の年齢

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

（一般）

自衛官募集
　詳しくは、自衛隊兵庫地方協力本部までお問い合わせください。



広報たかさご

播
磨
臨
海
地
域
道
路
へ
の

　
　
　
　
　
　

ご
意
見
を

　

播
磨
臨
海
地
域
道
路
ớ
第
二

神
明
Ỗ
広
畑
Ờ
の
検
討
を
進
め

る
に
あ
た
り
ỏ
地
域
の
人
や
道

路
を
利
用
す
る
人
の
意
見
を
道

路
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
ỏ

次
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
Ố

　

詳
し
く
は
ỏ
姫
路
河
川
国
道

事
務
所
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
Ố

ア
ン
ケ
ồ
ト
調
査 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　

ア
ン
ケ
ồ
ト
用
紙
は
無
作
為

抽
出
で
配
布
す
る
ほ
か
ỏ
市
役

所
ỏ
各
市
民
サ
ồ
ビ
ス
コ
ồ
ナ

ồ
・
市
民
コ
ồ
ナ
ồ
に
も
設
置

し
ま
す
Ố
ま
た
ỏ
イ
ン
タ
ồ
ネ

ỽ
ト
で
の
回
答
も
で
き
ま
す
Ố

と　

き　

Ỗ　

月　

日
​

11

30

※　

イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
で
の
回

答
は
ỏ
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ồ
ド
を

読
み
取
ỳ
て
く
だ
さ
い
Ố

都
市
政
策
課

☎
4
4
3
・
9
0
3
3

　

ど
の
よ
う
に
売
り
込
む
か
！

面
接
に
進
め
る
応
募
書
類
の
書

き
方

と　

き　
　

月　

日
 

11

26

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

と
こ
ろ　

生
石
研
修
セ
ン
タ
ồ

定　

員　
　

人
20

講　

師　

竹
井　

政
子
氏

実
施
し
ま
す
Ố
た
め
池
周
辺
の

散
策
や
ỏ
専
門
家
の
解
説
に
よ

る
た
め
池
の
観
察
を
通
じ
ỏ
そ

の
役
目
や
歴
史
を
学
び
ỏ
建
築

残
材
を
用
い
た
木
工
教
室
で
ỏ

森
林
保
全
の
意
義
を
学
び
ま
す
Ố

と　

き　
　

月　

日
‌

11

23

　
　

時
Ỗ　

時ớ
9
時　

分
集
合
Ờ

10

12

40

※　

荒
天
中
止

と
こ
ろ　

鴻
ノ
池
と
周
辺
散
策

ル
ồ
ト

対　

象　

市
内
の
小
学
生
と
保

護
者

定　

員　
　

組
20

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

飲
み
物
ỏ
帽
子
ỏ
タ

オ
ル
ỏ
作
品
を
持
ち
帰
る
袋

申
込
方
法　

電
話
で
環
境
政
策

課
ま
で

オ
ồ
プ
ン
ハ
ウ
ス
形
式
調
査 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

◇
マ
ỽ
ク
ス
バ
リ
ỿ
梅
井
店

　
　

月
4
日
 
・
5
日
 

11
◇
ア
ス
パ
高
砂

学

ぶ

　
　

月　

日
 
・　

日
 

11

17

18

※　

い
ず
れ
も　

時
Ỗ　

時

10

16

女
性
の
た
め
の
働
き
方
セ
ミ
ナ
ồ

ừ
に
こ
に
こ
ポ
イ
ン
ト
対
象
Ử

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ồ

☎
4
4
3
・
9
1
3
3

　

カ
ラ
ồ
ボ
ト
ル
を
使
ỳ
て
自

分
の
内
面
と
向
き
合
い
ỏ
自
分

ら
し
い
働
き
方
の
ヒ
ン
ト
を
探

し
て
み
ま
せ
ん
か
Ố

と　

き　
　

月
7
日
​

12

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

10

12

と
こ
ろ　

図
書
館

テ
ồ
マ　

色
で
探
る
ủ
今
と
こ

れ
か
ら
Ứ
の
働
き
方

講　

師　

山
脇　

洋
子
氏

　

ớ
2
級
キ
Ỿ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ỹ
ン
グ
技
能
士
Ờ

対　

象　

女
性

定　

員　

8
人

受
講
料　

無
料

一
時
保
育　

8
人

※　

2
歳
Ỗ
就
学
前
の
子
ど
も

ớ
無
料
ỏ
要
予
約
Ờ

し
め
切
り　
　

月　

日
 

11

22

申
込
方
法　

電
話
で
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ồ
ま
で

年
末
特
別
教
室

フ
ラ
ワ
ồ
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

文
化
会
館

☎
4
4
2
・
4
8
3
1

と　

き　
　

月　

日
​

12

28

　
　

時　

分
Ỗ
ỏ　

時　

分
Ỗ

10

30

13

30

と
こ
ろ　

文
化
会
館
展
示
集
会
室

内　

容　

お
正
月
用
花
飾
り

定　

員　

各　

人
10

受
講
料　

1
ỏ
1
0
0
円

※　

別
途
材
料
費
2
ỏ
9
0
0

円
が
必
要

持
ち
物　

花
切
り
ば
さ
み
ỏ
新

聞
紙
ỏ
持
ち
帰
り
用
の
お
盆

ớ　

㎝
程
度
Ờ

30

し
め
切
り　
　

月　

日
 

12

20

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
文
化
会
館
ま
で

働
く
第
一
歩
セ
ミ
ナ
ồ

あ
か
し
若
者
サ
ポ
ồ
ト
ス
テ
ồ
シ
ἀ
ン

☎
0
7
8
・
9
1
5
・
0
6
7
7

鯖
0
7
8
・
9
1
5
・
0
6
7
8

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
Ỹ

ク
ス
で
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ồ

ト
ス
テ
ồ
シ
ἀ
ン
ま
で

高
砂
文
化
教
室ủ
高
砂
学
Ứ

ừ
に
こ
に
こ
ポ
イ
ン
ト
対
象
Ử

文
化
ス
ポ
ồ
ツ
課

☎
4
4
3
・
9
1
3
6

高
砂
市
の
郷
土
食 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　
　

月
7
日
​

12

　
　
　
　
　

時
Ỗ　

時

14

15

と
こ
ろ　

文
化
保
健
セ
ン
タ
ồ

テ
ồ
マ　

四
季
に
根
ざ
し
ỏ
日

　

々
の
生
活
と
と
も
に
あ
る
日

本
の
食
文
化

講　

師　

勝
部　

滋
子
氏

　

ớ
高
砂
総
合
文
化
学
院
料
理

研
究
家
Ờ

定　

員　
　

人
80

受
講
料　

無
料

し
め
切
り　
　

月　

日
 

11

29

申
込
方
法　

電
話
で
文
化
ス
ポ

　

ồ
ツ
課
ま
で

　

有
限
資
源
で
あ
る
ủ
水
Ứ
や

ủ
木
Ứ
と
の
共
生
に
つ
い
て
考

え
る
体
験
型
の
自
然
観
察
会
を

自
然
観
察
会　

ủ
自
然
と
く
ら
し
Ỗ
水
と

　

木
の
恵
み
を
知
ろ
う
Ỗ
Ứ

環
境
政
策
課

☎
4
4
3
・
9
0
2
9

高
砂
キ
ỽ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
大
会

子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会
事
務
局

☎
4
4
3
・
9
0
6
7

鯖
4
4
3
・
9
0
8
0

　

う
れ
し
か
ỳ
た
こ
と
ỏ
頑
張

ỳ
て
い
る
こ
と
ỏ
家
族
や
友
達

の
こ
と
な
ど
を
自
分
の
言
葉
で

み
ん
な
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
Ố

と　

き　
　

月
8
日
 

12

　
　

時　

分
Ỗ
ớ　

時
集
合
Ờ

13

30

13

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
兼
伊
保

公
民
館

内　

容　

伝
え
た
い
こ
と
を
3

分
以
内
に
ま
と
め
て
発
表

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生

定　

員　
　

人
30

し
め
切
り　
　

月　

日
 

11

22

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
ỏ
フ
Ỹ
ク

ス
で
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡

協
議
会
事
務
局
ま
で

※　

詳
し
く
は
ỏ
学
校
で
配
布

す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

お

せ

知
ら

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

購
入
引
換
券
の
申
請
は

　
　

お
済
み
で
す
か
？

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
担
当

☎
4
4
3
・
9
1
3
1

　

住
民
税
非
課
税
の
人
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購
入
に
は
ỏ

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
Ố

　

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

人
に
は
ỏ
8
月
に
申
請
書
を
郵

送
し
て
い
ま
す
Ố
申
請
期
限
を

過
ぎ
る
と
商
品
券
を
購
入
で
き

な
い
の
で
ỏ
未
申
請
の
人
は
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ố

し
め
切
り　
　

月
2
日
 
必
着

12

令和元年⚑⚑月⚑日発行　№⚘⚙⚖

情
報
け
い
じ
ば
ん

募
集
・
学
ぶ
・
お
知
ら
せ

半
透
明
の
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
Ố

　
　

リ
ỽ
ト
ル
以
下
の
ポ
リ
袋

45
に
入
ら
な
い
も
の
は
ủ
粗
大
ご

み
の
日
Ứ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
Ố

収
集
の
対
象
と
な
る
も
の 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　
　

リ
ỽ
ト
ル
以
下
の
ポ
リ
袋

45
に
入
る
大
き
さ
で
ỏ
燃
え
な
い

素
材
の
も
の

◇
陶
器
類
ỏ
ガ
ラ
ス
ỏ
電
球
ỏ

ガ
ラ
ス
製
の
混
合
物

　

例
Ờ
茶
わ
ん
ỏ
植
木
鉢
ỏ
化

粧
品
な
ど
の
ガ
ラ
ス
製
容
器

最
低
賃
金
の
改
正

兵
庫
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
0
7
8
・
3
6
7
・
9
1
5
4

　
　

月
1
日
よ
り
ỏ
県
の
最
低

10
賃
金
が
時
間
額　

円
か
ら　

円

871

899

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
Ố

　

最
低
賃
金
は
ỏ
パ
ồ
ト
タ
イ

マ
ồ
ỏ
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
Ố

詳
し
く
は
ỏ
兵
庫
労
働
局
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

燃
え
な
い
ご
み
の
日ớ
月
1
回
Ờ

業
務
施
設
課

☎
4
4
8
・
5
2
2
0

　

ご
み
は
ỏ
地
区
ご
と
に
決
め

ら
れ
た
収
集
日
に
ỏ
決
め
ら
れ

た
ご
み
ス
テ
ồ
シ
ἀ
ン
へ
ỏ
8

時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
Ố

　

詳
し
く
は
ỏ
ủ
2
0
1
9
年

度
版
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
Ứ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
Ố

燃
え
な
い
ご
み
の
出
し
方 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

　
　

リ
ỽ
ト
ル
以
下
の
透
明
・

45

ớ
中
身
が
空
の
も
の
Ờ
ỏ
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
ỏ
鏡
な
ど

※　

割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
ỏ
危

険
な
も
の
は
ỏ紙
で
包
みủ
キ

ケ
ン
Ứ
と
明
記
し
て
く
だ
さ

い
Ố

◇
金
属
類

　

例
Ờ
レ
ン
ジ
ガ
ồ
ド
ỏ
な
べ

な
ど
の
ア
ル
ミ
製
容
器
ỏ
フ

ラ
イ
パ
ン
ỏ
ペ
ン
キ
の
か
ん

ớ
中
身
が
空
の
も
の
Ờ
ỏ
ス

プ
ồ
ン
ỏ
刃
物
な
ど

※　

刃
物
は
ỏ
刃
の
部
分
を
紙

で
包
み
ủ
キ
ケ
ン
Ứ
と
明
記

し
て
く
だ
さ
い
Ố　

※　

か
ん
類
は
燃
え
な
い
ご
み

の
日
に
は
出
せ
ま
せ
ん
Ố
飲

食
料
品
用
か
ん
は
中
を
洗
ỳ

て
ỏ
ス
プ
レ
ồ
か
ん
類
は
穴

を
開
け
中
身
を
出
し
て
ỏủ
あ

き
か
ん
の
日
Ứ
に
出
し
て
く

だ
さ
い
Ố

◇
小
型
家
電
品

　

例
Ờ
Ｃ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ồ
ỏ
ド

ラ
イ
ヤ
ồ
ỏ
電
気
ポ
ỽ
ト
ỏ

電
気
カ
ミ
ソ
リ
ỏ
掃
除
機
ỏ

ア
イ
ロ
ン
ỏ
電
気
コ
ồ
ド
類
ỏ

プ
リ
ン
タ
ồ
ỏ
電
話
機
な
ど

※　

充
電
池
は
ỏ
電
気
店
な
ど

に
設
置
し
て
い
る
回
収
ボ
ỽ

ク
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
Ố

※　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
ỏ
パ
ソ

コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
は

除
く
Ố

※　

電
池
は
ỏ取
り
外
し
てủ
廃

乾
電
池
の
回
収
日
Ứ
に
出
す

か
ỏ
拠
点
回
収
ボ
ỽ
ク
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
Ố

vol.28vol.28

地球にやさしく地球にやさしく

エコラムエコラムエコラム
環境に関することばをご紹介する

「エコラム」をお届けします。

環境政策課　☎443－9029

　ニュースなどで地球温暖化が話題になると、「温室効果ガス
排出量の削減」という言葉を耳にします。世界でも日本でも、
温室効果ガス排出量の削減（率）を温暖化対策の目標として掲
げています。
　深刻化する地球温暖化の原因が、二酸化炭素（CO2）をはじ
めとする「温室効果ガス」であることは広く知られるようにな
りました。しかし、それらは気体で、見ることも手にとること
もできないため、排出量を直接的に把握することは困難です。
そこで、国際的ガイドラインに基づき、エネルギー使用量や生
産量、焼却量といった「活動量」に、あらかじめ定められた
「排出係数」を乗じて温室効果ガス排出量を算出しています。
　また、温室効果ガスの種類によって、温暖化に与える影響力
が異なります。例えば、メタンはCO2の25倍、一酸化二窒素は
CO2の298倍もの温室効果があるのです。それらの影響を「地球
温暖化係数」として排出量に乗じることで、排出量を、温室効
果ガスの大半を占めるCO2に換算して、実際の影響力を分析し
ています。

　年間のCO2排出量は、世界で約323億トン、そのうち日本は世
界で5番目に多い約11億9000万トンを排出しています。ちなみ
に、家庭からの排出量は、一世帯当たり約4.5トン、一人当た
り2.5トンと算出されています。

CO2の排出量の目安は次の通りです。
【CO2̍ キロ】
◇ドラム式洗濯乾燥機で洗濯から乾燥までを1.3回分
◇人が̍日に吐き出すCO2量
◇ノートパソコンの使用約243時間分
【CO2̍ トン】
◇杉の木71本が̍年間に吸収するCO2量
◇25メートルプールの体積

　いかがでしょうか。私たちは、電気・ガス・ガソリン・水・
ゴミなど、生活に関わるほぼ全てからCO2を排出しています。
一人でできる削減はわずかでも、積み重なれば「量」は減らせ
ます。そして、その手間は光熱費やごみ処理費などの「料」の
削減にもつながります。
　今は、「うちエコ診断」やインターネットで、家からのCO2排
出量を手軽に知ることができるようになっています。ʠ知るʡ
を第一歩に、地球と家計に優しい行動をはじめてみませんか。

「温室効果ガス排出量」



広報たかさご

新分庁舎の供用を開始します!
総務課　☎443－9003

　11月11日㈪から、議会機能を有した新分庁舎の供用を始めます。
　引き続き、新分庁舎周辺の工事を実施するため、入口が北側のみとなります。全ての工事が終了するまで、
ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
※　車いすで議会の傍聴などをする際は、スロープ下のインターホンをご利用ください。係員がスロープ上ま
で介助します。

西庁舎

本庁舎

インターホン

ス
ロ
ー
プ

北入口

新分庁舎来庁者
駐車場

来庁者駐車場

ゆずり
あい
駐車場

ゆずり
あい
駐車場 歩道歩道

歩道歩道
正面玄関

車両
通行止

住
民
票
な
ど
へ
の

　
　
　

旧
氏
の
併
記

　
　

月
5
日
 
か
ら
ỏ
住
民
票
ỏ

11
マ
イ
ナ
ン
バ
ồ
カ
ồ
ド
ỏ
公
的

個
人
認
証
の
署
名
用
電
子
証
明

書
に
旧
氏
を
併
記
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
Ố
住
民
票
な
ど
に
記

載
で
き
る
旧
氏
は
一
人
に
一
つ

だ
け
で
す
Ố

旧
氏
併
記
の
手
続
き 

靴
轡

遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇
遇

窟
沓

虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞
虞

と　

き　
　

月
5
日
 
Ỗ

11

と
こ
ろ　

市
民
課

持
ち
物

◇
旧
氏
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
謄

本
な
ど
ớ
旧
氏
が
記
載
さ
れ

て
い
る
戸
籍
謄
本
な
ど
か
ら

現
在
の
氏
が
記
載
さ
れ
て
い

る
戸
籍
に
至
る
ま
で
の
全
て

の
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必
要
で

す
Ố
Ờ

◇
本
人
確
認
書
類

　
ớ
運
転
免
許
証
な
ど
Ờ

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ồ
カ
ồ
ド
ま
た

は
通
知
カ
ồ
ド

市
民
課

☎
4
4
1
・
7
1
8
0

自
動
車
公
害
防
止
月
間

　
　

月
か
ら
1
月
は
ủ
自
動
車

11 環
境
政
策
課

☎
4
4
3
・
9
0
2
9

公
害
防
止
月
間
Ứ
で
す
Ố

　

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒

素
酸
化
物
な
ど
は
ỏ
大
気
汚
染

の
原
因
の
一
つ
で
す
Ố

　

自
動
車
の
運
転
時
は
ỏ
大
気

汚
染
防
止
の
た
め
ỏ
発
進
の
際

は
穏
や
か
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
ỏ

止
ま
る
と
き
は
早
め
の
ア
ク
セ

ル
オ
フ
ỏ
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ỽ
プ
な
ど
ỏ
環
境
に
優
し
い
自

動
車
利
用
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
Ố

経
済
セ
ン
サ
ス－
基
礎
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
4
期

　

総
務
省
統
計
局
で
は
ỏ　

月
12

か
ら
荒
井
町
周
辺
の
企
業
・
事

業
所
を
対
象
に
ỏ
経
済
セ
ン
サ

ス－

基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
Ố

対
象
の
一
部
の
企
業
・
事
業
所

に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
ỏ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

総
務
省
統
計
局

兵
庫
県

高
砂
市

総
務
課

☎
4
4
3
・
9
0
0
4

コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
助
成
事
業

経
営
企
画
室

☎
4
4
3
・
9
0
0
7

　

コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
助
成
事
業
は
ỏ

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ồ
が
ỏ
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
ỏ
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
ỏ
地

域
の
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
活
動
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
ỏ

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
を
目
的
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今月の本棚
皆さんにぜひ一度読んでみてほしい本を、図書館からご紹介します｡

武士の家計簿 磯田　道史[著者]　新潮新書

　2010年に映画化された本書。
　江戸時代の下級武士の暮らしがどのようなものであったのか、そして
明治へと移り行く激動の時代をどのように乗り越えてきたのか、幕末か
ら明治までの武士の日常生活が生き生きと描かれています。
　当時の武士たちの生活の描写を楽しみながら、今を生きる私たちにも
通じる「困難を乗り越えるヒント」を見つけることができるのではない
でしょうか。
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【問̍】
　「三度の参拝が善光寺への
一度の参拝にあたる」といわ
れ、播磨の善光寺と呼ばれる
お寺は？
①時光寺
②十輪寺
③明覚寺

【問̎】
　播磨灘を眺望する、加茂山
の中腹にある巨岩に文字を刻
んだ碑石「〇濤処」。〇に入
る文字は？
①観
②宝
③御

たかさご

愛Ｑ診断

文化スポーツ課
☎443－9136

広　　告



広報たかさご

マイ
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秋の交通安全
運動啓発活動

健康大学＆
にこにこポイント公開抽選会

ナイトファンタジー
イリュージョン２０１９

大規模救急救助訓練
　　第３５回
高砂市小学校
夏休み理科・
生活科作品展

▼ 9 月14日㈯・15日㈰、山陽電車高砂駅南側一帯で行われま
した。路地キャンドル、建物ライトアップ、ジャズギャラリ
ー、楽市、山陽ジャズトレインなどが催され、来場者は“一
年に一度　星が降りてくる街”を楽しみました。

たかさご万灯祭２０１９さご万灯祭２０１９たかさご万灯祭２０１９たかさご万灯祭２０１９たかさご万灯祭２０１９たかさご万灯祭２０１９

　　山陽電車高砂駅
接近メロディ
お披露目セレモニー

UDフォントが
使われている制
作物に表示する
ことができるマ
ークです。

広報広聴担当　☎443-9001

従来のフォントからユニバーサルデザインフォントに変更しました｡ み
や
す
い
文
字
へ　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

読
ユニバーサルデザインとは
　年齢や性別、障がいの有無な
どにかかわらず「あらゆる人々
にとって使いやすいデザイン」
のことです。

ユニバーサルデザインフォント
(UDフォント）とは
　文字一つ一つの形がわかりやすいよう
に､文字の中の空間を広く取ったり､濁点
などを見やすく工夫したりした書体です。

UDフォントは読み間違えにくい

文字の中の空間をやや広めに取ることで読み間違えを防止

3 3

従来 UDフォント

従来 UDフォント

な な
従来 UDフォント

ご ご
従来 UDフォント

ぷ ぷ
従来 UDフォント

令和元年⚑⚑月⚑日発行　№⚘⚙⚖

マイマイ
タウンタウン
マイ
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▼ 9 月21日㈯、アスパ高砂で
「キッズ交通保安官」による
交通安全啓発活動が行われま
した。キッズ交通保安官は、
飲酒運転を無くすために「お
酒を飲んだら車を運転しな
い」などと呼びかけました。

秋の交通安全秋の交通安全秋の交通安全
運動啓発活動運動啓発活運動啓発活動
秋の交通安全
運動啓発活動
秋の交通安全
運動啓発活動
秋の交通安全
運動啓発活動

▼ 9 月 5 日㈭、文化保健センターで行われま
した。「気になる心臓病のおはなし」「在宅
医療の現場の話」をテーマにした講演会や、
にこにこポイント抽選会に136人が参加しま
した。

健康大学＆学健康大学＆
にこにこポイント公開抽選会ポイント公開抽選にこにこポイント公開抽選会
健康大学＆
にこにこポイント公開抽選会
健康大学＆
にこにこポイント公開抽選会
健康大学＆
にこにこポイント公開抽選会

▼ 9 月28日㈯、県立高砂海浜公園
で行われました。音楽とレーザー
の光で演出された花火に、来場者
は大いに盛り上がりました。

ナイトファンタジートファンタジナイトファンタジー
イリュージョン２０１９リュージョン２０１９イリュージョン２０１９
ナイトファンタジー
イリュージョン２０１９
ナイトファンタジー
イリュージョン２０１９
ナイトファンタジー
イリュージョン２０１９

▼ 9 月26日㈭、新浜南公園前交差点で行われました。
消防、警察、医師会など約60人が参加し、多数の傷病
者が発生した場合における相互協力体制を確認し合い
ました。

大規模救急救助訓練規大規模救急救助訓練大規模救急救助訓練大規模救急救助訓練大規模救急救助訓練
▼ 9 月 7 日㈯・ 8日㈰、文化保健
センターで行われました。約400
点の作品を展示し、工夫を凝らし
た作品やユニークな作品を多くの
来場者が楽しみました。

　　第３５５第３５回
高砂市小学校学高砂市小学校
休み理科・休み理科・夏休み理科・
生活科作品展生活科作生活科作品展

　　第３５回
高砂市小学校
夏休み理科・
生活科作品展

　　第３５回
高砂市小学校
夏休み理科・
生活科作品展

　　第３５回
高砂市小学校
夏休み理科・
生活科作品展

たかさご万灯祭２０１９

▼ 9 月 7 日㈯、山陽高砂駅
で電車の到着時に流れる接
近メロディとして、高砂高
校ジャズバンド部が演奏す
る曲「シング　シング　シ
ング」が採用され、記念セ
レモニーを開催しました。

　　山陽電車高砂山陽電車高砂駅
接近メロディロデ接近メロディ

モレモレセおお披露目セレモお披露目セレモニー披お披露目セレモニー

　　山陽電車高砂駅
接近メロディ
お披露目セレモニー

　　山陽電車高砂駅
接近メロディ
お披露目セレモニー

　　山陽電車高砂駅
接近メロディ
お披露目セレモニー
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11月の救急医

電話番号医院名・住所科目とき

☎432－7100矢野内科医院
米田町米田内

17日

☎492－0151宮本医院
稲美町国安内

☎447－0100高砂西部病院
中筋 1丁目外

☎437－2271岡本クリニック
播磨町北本荘 5丁目外

☎454－7171いとうこどもクリニック
加古川市平岡町山之上小

☎078－
　928－3399

永本医院
明石市明南町 1丁目耳

☎432－5226魚川医院
米田町米田内

23日

☎426－1001森内科医院
加古川市平岡町新在家内

☎435－0555多木クリニック
加古川市別府町西脇 2丁目内

☎448－5000大森整形外科医院
曽根町外

☎426－3000中谷整形外科病院
加古川市平岡町新在家外

☎435－0555多木クリニック
加古川市別府町西脇 2丁目小

☎078－
　935－5011

浜本整形外科耳鼻咽喉科
明石市大久保町大久保町耳

☎453－5888きたうらクリニック
加古川市野口町野口内

24日

☎436－2660かわしま内科クリニック
播磨町北本荘 1丁目内

☎442－3981市民病院
荒井町紙町外

☎492－0935大西メディカルクリニック
稲美町国岡 2丁目外

☎447－0100高砂西部病院
中筋 1丁目小

☎440－3060ふせ耳鼻咽喉科
荒井町東本町耳

内科・外科・小児科・耳鼻咽喉科
電話番号医院名・住所科目とき

☎443－5566荒川クリニック
荒井町日之出町内

3日

☎422－2246八木内科医院
加古川市加古川町寺家町内

☎442－2864斉藤整形外科
荒井町中新町外

☎425－4188堀胃腸科外科
加古川市野口町良野外

☎432－2558伴小児科クリニック
加古川市米田町平津小

☎435－3376寺岡耳鼻咽喉科
播磨町南野添 3丁目耳

☎432－2222阪本医院
神爪 1丁目内

4日

☎078－
　942－3355

おおた内科クリニック
播磨町北野添 2丁目内

☎447－0129ササモト医院
伊保 2丁目外

☎436－6475久葉整形外科
加古川市別府町石町外

☎441－8760ふじたこどもクリニック
稲美町国岡 1丁目小

☎078－
　934－4133

平林耳鼻咽喉科クリニック
明石市大久保町大窪耳

☎434－6711伴内科医院
加古川市米田町平津内

10日

☎432－1119東高砂胃腸外科
米田町古新外

☎452－0549笠井医院
加古川市志方町志方町外

☎442－2495三木医院
高砂町北本町内　小

☎456－7510中山小児科
加古川市野口町良野小

☎433－8741ふじもと耳鼻咽喉科
加古川市西神吉町岸耳

診療時間　【内科・外科・小児科】9時～18時
　　　　　【耳鼻咽喉科】◇高砂市・加古川市・稲美町・播磨町　9時～18時
　　　　　　　　　　　　◇明石市　9時～17時
※　変更される場合がありますので、事前に各医療機関までお問い合わせください。

※　詳しくは、新聞・高砂市医師会ホームページをご覧ください。

診療時間
【歯科】9時～12時（受付11時30分まで）
　　　　13時～17時（受付16時まで）
【眼科】9時～18時（受付8時30分～17時30分）
※　受付時間内に来院してください。

診療時間
【内科】　21時～6時
【小児科】21時～24時

電話番号医院名・住所科目

☎431－6060加古川歯科保健センター
加古川市米田町船頭5－1歯

☎079－
　298－0119

姫路市休日・夜間急病センター
姫路市西今宿 3丁目7－21眼

歯科・眼科（日曜日・祝日・休日・年末年始）
電話番号医院名・住所科目

☎431－8051加古川夜間急病センター
加古川市米田町船頭5－1内　小

内科・小児科（夜間）

令和元年⚑⚑月⚑日発行　№⚘⚙⚖

11月の相談
問合先ところと　き内　容相談名

市民活動推進課
☎443－9002本庁舎　市民相談窓口月～金曜日　8時30分～12時、13時～17時市民の日常生活の諸問題に関する

相談市民相談

市民活動推進課
☎443－9002本庁舎2階　会議室211月5日 ・14日 ・25日 　13時～16時

※　当日8時30分～12時電話受付（定員8人）
法律的な解釈が必要な生活上の問
題についての相談法律相談

市民活動推進課
☎443－9002本庁舎2階　会議室211月20日 　13時～15時国・県に対する要望、苦情などの

相談行政相談

市民活動推進課
☎443－9002本庁舎2階　会議室211月11日 　13時～15時遺言書、契約書、許認可申請など

の書き方や相続手続きなどの相談行政書士相談

近畿税理士会加古川支部
☎421－1144加古川税理士会館11月5日 ・12日 ・19日 ・26日 

13時30分～16時30分　※　要予約
税理士が税務の入り口をアドバイ
ス税務相談

国保医療課
☎443－9072

本庁舎1階
国保医療課（⑨番）11月14日 ・28日 　～19時国民健康保険料、後期高齢者医療

保険料の納付相談夜間納付相談

納税課
☎443−9018

本庁舎1階
納税課（②番）11月14日 ・28日 　～19時市県民税、固定資産税、軽自動車

税の納付相談夜間納付相談

消費生活センター
☎443－9078

本庁舎3階
消費生活センター月～金曜日　9時～12時、13時～16時消費生活に関する相談消費生活相談

消費生活センター
☎443－9078

本庁舎3階
消費生活センター月～金曜日　9時～12時、13時～16時消費者金融やクレジットなどの多

重債務に関する相談多重債務相談

青少年センター
☎443－6246

西庁舎4階
青少年センター月～金曜日　9時～12時、13時～16時　非行、いじめ、虐待などの問題行

動に関する相談青少年相談

のびのび教室
☎490－4001教育センター月～金曜日　9時～16時

※　面談（要予約）は13時～16時
不登校、友人関係、親子関係など
に関する相談教育相談

人権推進室
☎443－9060

15日 　みのり会館
25日 　中央公民館11月15日 ・25日 　13時～15時名誉、差別、私的制裁、嫌がらせ、

いじめなど人権に関わる相談人権相談

障がい・地域福祉課
☎443－9027ユーアイ帆っとセンター11月11日 　14時～16時県委嘱相談員による障がい者（児）

の日常生活における相談
こころのサポート相談
（精神障がい者相談）

障がい・地域福祉課
☎443－9027

西庁舎1階
障がい・地域福祉課月～金曜日　8時30分～12時、13時～17時仕事や暮らしの困りごとに関する

相談生活困窮者相談

地域包括支援センター
☎443－3723阿弥陀公民館11月19日 　9時～、10時～、11時～

※　各1人
対話形式の記憶力チェック
（市内在住の65歳以上の人）

認知症予防相談
（あたまの健康チェック）

男女共同参画センター
☎443－9134西庁舎4階　相談室月～金曜日　9時30分～12時、13時～17時

※　電話相談・面接相談（要予約）
女性が抱えるさまざまな問題につ
いての相談

女性のための
こころの相談

男女共同参画センター
☎443－9134西庁舎4階　相談室11月25日 　13時～16時

※　要予約（定員6人）
女性の弁護士による法律相談
（事前にこころの相談を受けた人）

女性のための
法律相談

あかしサポステ
☎078−915－0677生石研修センター第2・4火曜日　13時～16時15～39歳の人の仕事探しに関する

相談若者しごと相談

健康管理課
☎422－0002加古川健康福祉事務所11月20日 　9時30分～11時30分

※　要予約
管理栄養士による専門的な栄養相
談専門栄養相談

健康管理課
☎422－0002加古川健康福祉事務所11月13日 ・27日 　9時10分～10時

※　要予約
無料、匿名で行う血液検査
（一部有料）

エイズ・肝炎ウイルス
検査相談

地域保健課
☎422－0003加古川健康福祉事務所11月11日 ・25日 　13時～14時

※　要予約（11日はアルコール関連相談あり）精神科医師による個別相談こころのケア相談

問合先ところと　き内　容健診・相談名

保健センター
☎443－3936文化保健センター11月21日 　10時～11時30分

※　受付9時30分～
妊産婦、1歳未満の乳児と保護者を対象にした相談
テーマ「事故予防」ひだまりサロン

子育て包括支援センター
☎443−3950文化保健センター11月26日 　9時45分～11時30分

※　受付9時30分～
妊婦同士楽しくおしゃべり、仲間づくりができるサロン
「見てみよう『赤ちゃんのおふろ』」　※　要予約プレママサロン

保健センター
☎443－3936文化保健センター11月15日 　12時30分～

※　受付12時30分～13時30分
令和元年7月生まれの乳児を対象にした健診・相談
※　個別通知しています。乳児保健相談

保健センター
☎443－3936市内実施医療機関満10カ月時に健診平成31年1月生まれの乳児に個別通知しています。

※　要予約10カ月児健診

保健センター
☎443－3936文化保健センター11月1日 　12時30分～

※　受付12時30分～13時30分
平成30年4月生まれの幼児を対象にした健診・相談
※　個別通知しています。 1歳 6カ月児健診

保健センター
☎443－3936文化保健センター11月8日 　12時30分～

※　受付12時30分～13時30分
平成28年8月生まれの幼児を対象にした健診・相談
※　個別通知しています。 3歳児健診

11月の健診・相談
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